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令和７年和束町予算特別委員会 

 

○議長（吉田哲也君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、予算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまです。 

 最初に、会議規則第１０３条の規定により議場には帽子、外とう、襟巻、つえ、か

さ、写真機及び録音機の類の着用、また携帯は禁止されていますので、ご注意くださ

い。 

 初めての予算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の小西 啓委員に臨時委員長をお願いいたします。委員長と交代します。 

○臨時委員長（小西 啓君） 

 年長の故をもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 ただ今から、予算特別委員会を開会いたします。 

 岡田 勇委員から遅刻の届けが出ております。 

 これより、予算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、村山一彦委員を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 
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 したがいまして、村山一彦委員が委員長に当選されましたので、この場から告知い

たします。 

 ただいま委員長に当選されました村山一彦委員より、委員長就任のご挨拶をいたし

ます。 

１番（村山一彦君） 

 予算特別委員会委員長就任に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙によりまして、予算特別委員長という大役をお受けする

ことになりました。皆様のご協力を得まして一生懸命努めてまいりたいと思っており

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、住民の長年の願いであった鷲峰山トンネルが開通し、２月２４日の午前中に

開通式が開かれました。また、午後からは健康福祉交流センターの竣工を兼ねて、町

制施行７０周年の記念式典が催されました。長年の懸案事項が次々と日の目を見、本

町の明るい未来を展望できる一日になったと思います。しかし、これはゴールではあ

りません。住民の皆さんが本町の将来に夢と希望を持てるよう、これからが正念場だ

と思います。 

 本日と明日の２日間審議いただく、令和７年度は第５次総合計画前期基本計画の最

終年度であり、令和８年度からの後期基本計画の策定が予定されています。そうした

ことから、委員の皆様におかれましては、この当初予算がこの１年だけでなく未来に

向かって希望が持てる予算か、こういった観点からも、住民の目線に立ち、活発に質

疑を行っていただきたいと思います。 

 また、町長をはじめ職員の皆様方におかれましても、明快なる答弁をお願いいたし

ます。 

 ２日間、スムーズな審議になりますようお願い申し上げまして、就任に当たりまし

てのご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 
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○臨時委員長（小西 啓君） 

 委員長と交代いたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に畑 武志委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、畑 武志委員が副委員長に当選されました。 

 畑 武志委員に、この旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された議案第３号から議案第９号まで、令和７年度和束町一般会計

予算及び和束町各特別会計予算並びに各公営企業会計予算を一括議題といたします。 

 提案理由については、施政方針を本会議で述べられましたので、理事及び担当課長

から議案についての説明を求めます。 

 なお、議案書及び各資料は事前に配付されていることから、説明に当たっては議案

書は款のみの数字にとどめ、事項別明細書については特に重要なもののみとし、簡単

明瞭に願います。 

 それでは、理事から順次説明願います。 

 岡田理事。 

○理事兼会計管理者兼会計課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 それでは私のほうから、令和７年度当初予算の概要と主要事項説明書に基づきまし

て最初に説明をさせていただきたいと思います。 
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 主要事項説明書の１ページをお願いいたします。 

 １ということで会計別予算の総括でございます。 

 会計区分、令和７年度予算額、令和６年度予算額、比較増減額、増減率の順に説明

申し上げます。 

 なお、比較増減額の大きい部分につきましては補足により説明をさせていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 一般会計、３９億９,１３０万円、４５億３,１１０万円、△５億３,９８０万円、

マイナスの１１.９％。一般会計でございますが、総合保健福祉施設整備事業が完成

したことに伴い、大きく減額となります。また、増額の要因でございますが、令和７

年度につきましては、防災行政無線の更新工事を予定しており、さらに、相楽東部広

域連合の負担金の増、また、町道中溝学校線改良工事の増額によりこの額になってお

ります。 

 次に特別会計の合計でございます。１５億２,０５９万円、１６億３,０６４万円、

△１億１,００５万円、マイナス６.７％。 

 特別会計の説明を続けます。 

 湯船財産区特別会計、２１４万円、２１０万円、４万円、１.９％。 

 国民健康保険特別会計（事業勘定）（直営診療施設勘定）、併せまして６億９,０

２０万円、７億９,９００万円、△１億８８０万円、マイナスの１３.６％。 

 事業勘定でございます。５億７,８５０万円、６億９,９７０万円、△１億２,１２

０万円、マイナス１７.３％。こちらの要因につきましては、保険給付費、一般被保

険者医療給付費負担金の減額によるものでございます。 

 次に、直営診療施設勘定でございます。１億１,１７０万円、９,９３０万円、１,

２４０万円の増、１２.５％の伸びとなっております。主な内容につきましては、歳

入で診療で診療収入、後期高齢者医療分でございますが、こちらの方の増額、また健

診等の受託収入の増額を見込んでおります。 
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 併せまして、歳出につきましては、職員人件費の増、併せまして医療材料費の増加

に伴う予算となっております。 

 次に、介護保険特別会計（保険事業勘定）、「サービス事業勘定」の合計額でござ

います。７億３,０３５万円、７億３,６６４万円、△６２９万円、マイナス０.９％。 

 保健事業勘定でございます。７億２,１４０万円、７億２,８３０万円、△６９０万

円、マイナスの０.９％となっております。主な内容につきましては、居宅介護サー

ビス給付費の減に伴うものでございます。 

 次に、サービス事業勘定でございます。８９５万円、８３４万円、６１万円の増、

７.３％の伸びとなっております。こちらにつきましては、職員人件費の増加分でご

ざいます。 

 後期高齢者医療特別会計、９,７９０万円、９,２９０万円、５００万円の増額、５.

４％の伸びとなっております。こちらにつきましては、後期高齢者医療広域連合負担

金並びに健康診査委託料の増額でございます。 

 一般会計・４特別会計の合計でございますが、５５億１,１８９万円、６１億６,１

７４万円、マイナスの６億４,９８５万円、１０.５％の減となっております。 

 次に、公営企業会計でございます。 

 簡易水道事業 

（収益的収入）、２億３,０７６万２,０００円、２億１,３５９万３,０００円、１,

７１６万９,０００円の増、８.０％の伸び。 

 収益的支出、２億３,０９６万円、２億１,２８８万４,０００円、１,８０７万６,

０００円の増、８.５％の伸びとなっております。こちらにつきましては、一般会計

補助金の増額によるもので、今回事業といたしましては、簡易水道事業基本計画策定

業務委託の増額分でございます。 

 次に、資本的収入でございます。６,４０５万５,０００円、６,４０８０万３,００

０円、マイナスの７４万８,０００円、マイナス１.２％。 
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 資本的支出、１億３,９７７万６,０００円、１億４,０１９万２,０００円、減額の

４１万６,０００円、マイナスの０.３％となっております。 

 次に、特定環境保全公共下水道事業でございます。 

 収益的収入、１億７,６９５万、１億６,２１３万５,０００円、１,４８１万５,０

００円の増，９.１％の伸びとなっております。 

 収益的支出につきましては、１億７,６５２万８,０００円、１億６,１５６万１,０

００円、１,４９６万７,０００円の増、９.３％の伸びとなっております。こちらに

つきましても、下水道事業将来検討業務の増加、また一般会計補助金の増額に伴うも

のでございます。 

 次に、資本的収入でございます。１億８８１万６,０００円、１億４５３万９,００

０円、４２７万７,０００円の増、４.１％の伸びとなっております。 

 資本的支出につきましては、１億４,７９６万６,０００円、１億４,３９７万７,０

００円、３９８万９,０００円の増、２.８％の伸びとなっております。こちらにつき

ましては、資本平準化債の増加、また一般会計出資金の増加によるものでございます。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 一般会計予算歳入歳出内訳でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 単位につきましては、千円となっております。 

 款、令和７年度当初予算額、令和６年度当初予算額、非核増減額の順に説明を申し

上げます。 

 １款町税、３億６,００３万２,０００円、３億３,７７１万９,０００円、２,２３

１万３,０００円、６.６％の伸びとなっております。こちらにつきましては、令和５

年度定額減税の終了に伴うものが主な要因でございます。 

 ２款地方譲与税、４,２７９万１,０００円、４,１４０万８,０００円、１３８万３,

０００円、３.３％の伸びとなっております。 
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 ３款利子割交付金、２６万４,０００円、１２万円、１４万４,０００円、１２０％

の伸びということで、預金利息の見直しによるものでございます。 

 ４款配当割交付金、３３３万４,０００円、２８３万６,０００円、４９万８,００

０円の増、１７.６％の伸びとなっております。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、３２２万３,０００円、２５０万円、７２万３,００

０円の増、２８.９％の伸びとなっております。こちらにつきましては、株式売買の

増加に伴うものでございます。 

 ６款法人事業税交付金、４６６万６,０００円、５０７万２,０００円、減額の４０

万６,０００円、マイナスの８.０％となっております。 

 ７款地方消費税交付金、８,１１２万５,０００円、７,４７９万２,０００円、６３

３万３,０００円の増、８.５％の伸びとなっております。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,０３４万１,０００円、９７１万７,０００円、６

２万４,０００円の増、６.４％の伸びとなっております。 

 ９款環境性能割交付金、７３８万４,０００円、５７０万８,０００円、１６７万６,

０００円の増、２９.４％の伸びとなっております。これにつきましては、税率の見

直しによるものでございます。 

 １０款地方特例交付金、２３万５,０００円、１,８４８万７,０００円、減額の１,

８２５万２,０００円、マイナスの９８.７％。こちらにつきましては、町税で説明さ

せていただいた内容と同様、令和５年度住民税定額減税の減収補填特例交付金の減額

によるものでございます。 

 １１款地方交付税、１９億２,１２６万円、１８億９,０１３万６,０００円、３,１

１２万４,０００円の増、１.６％の伸びとなっております。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円、２０万円、０円、増減率につきまして

もゼロでございます。 

 １３款分担金及び負担金、６,７５２万５,０００円、６,３８４万９,０００円、３
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６７万６,０００円の増、５.８％の伸びとなっております。 

 １４款使用料及び手数料、３,１３２万８,０００円、２,８３４万円、２９８万８,

０００円の増、１０.５％の伸びとなっております。 

 １５款国庫支出金、３億１,７８２万６,０００円、３億３,１４５万２,０００円、

減額の１,３６２万６,０００円、マイナスの４.１％となっております。 

 １６款府支出金、１億９,３２２万円、１億９,３２６万８,０００円、減額の４万

８,０００円、増減率につきましてはマイナス０.０％となっております。 

 １７款財産収入、３３７万３,０００円、１３万３,０００円、３２４万円の増、２,

４３６.１％の伸びとなっておりますが、これにつきましては、基金預金の利息の増

収によるものでございます。 

 １８款寄付金、１,０００円、１,０００円、０円、伸びにつきましては０％でござ

います。 

 １９款繰入金、３億６,８６２万９,０００円、４億２,３９４万５,０００円、減額

の５,５３１万６,０００円、マイナスの１３.０％となっております。主な要因につ

きましては、地域福祉基金繰入金の減少によるものでございます。 

 ２０款繰越金、５００万円、５００万円、０円、伸びにつきましては０％でござい

ます。 

 ２１款諸収入、６,４１４万３,０００円、４,３８１万７,０００円、２,０３２万

６,０００円の増、４６.４％の伸びとなっております。 

 ２２款町債、５億５４０万円、１０億５,２６０万円、マイナスの５億４,７２０万

円、マイナスの５２.０％ということで、保健福祉交流センターの完成に伴い、町債

の借入れの減少によるものでございます。 

 歳入合計、令和７年度当初予算額３９億９,１３０万円、令和６年度当初予算額４

５億３,１００万円、比較増減額の５億３,９８０万円、マイナスの１１.９％となっ

ております。 



― 9 ― 

 次に、３ページ、目的別歳出につきまして説明を続けさせていただきます。 

 款、令和７年度当初予算額、令和６年度当初予算額、比較増減額、増減率の順に説

明申し上げます。増減率の大きな変動のある部分につきましては、補足の上、説明を

続けます。 

 １款議会費、６,１６０万６,０００円、５,３７３万７,０００円、７８６万９,０

００円の増、１４.６％の伸びとなっております。こちらにつきましては、先の定例

会でご承認いただきました議員報酬の改定によるものが主な要因でございます。 

 ２款総務費、７億３,０５０万４,０００円、６億９,４６８万４,０００円、３,５

８２万円の増、５.２％の伸びとなっております。 

 ３款民生費、８億６,４４３万４,０００円、１７億６,６７４万８,０００円、減額

の９億２３１万４,０００円、マイナスの５１.１％。こちらにつきましても、歳入で

説明しましたように、保健福祉交流センター完成に伴う建設費の減の分が大きな要因

でございます。 

 ４款衛生費、５億８,４４３万８,０００円、５億４,２９５万２,０００円、４,１

４８万６,０００円の増、７.６％の伸びとなっております。 

 ５款農林業費、１億１,７８２万５,０００円、１億３,４８１万３,０００円、減額

の１,６９８万８,０００円、マイナスの１２.６％となっております。こちらの主な

内容につきましては、地域循環型農業推進事業の減、共同製茶省力化推進事業の減に

伴うものでございます。 

 ６款商工費、４,３８１万４,０００円、１億７１１万１,０００円、減額の６,３２

９万７,０００円、マイナス５１.９％となっております。主な要因につきましては、

石寺景観展望施設整備事業の完成に伴うものが大きな要因でございます。 

 ７款土木費、４億３８０万４,０００円、３億５,９０５万４,０００円、４,４７５

万円の増額、１２.５％の伸びとなっております。主な内容でございますが、町道中

溝学校線改良工事並びに橋梁長寿命化修繕事業の増額に伴うものでございます。 
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 ８款消防費、４億５,５１０万４,０００円、２億２,４３６万７,０００円、２億３,

０７３万７,０００円の増、１０２.８％の伸びとなっております。こちらにつきまし

ては、防災行政無線更新事業の増によるものでございます。 

 ９款教育費、２億７,５５４万４,０００円、２億１,７１９万３,０００円、５,８

３５万１,０００円の増、２６.９％の伸びとなっております。こちらにつきましては、

相楽東部広域連合負担金でございますが、ＧＩＧＡスクール構想に係る小中学校のタ

ブレットの更新、また、公務用パソコンの更新が主な増の要因でございます。 

 １０款災害復旧費、１,４６２万６,０００円、１,５４５万４,０００円、減額の８

２万８,０００円、マイナスの５.４％となっております。 

 １１款公債費、４億３,４５７万７,０００円、４億９９７万７,０００円、２,４６

０万円の増、６.０％の伸びとなっております。 

 １２款諸支出金、２万４,０００円、１万円、１万４,０００円の増、１４０％の伸

びとなっておりますが、こちらにつきましては、土地開発基金の利息の増加によるも

のでございます。 

 １３款予備費、５００万円、５００万円、増減額は０円、増減率につきましても０.

０％でございます。 

 一般会計歳出合計でございます。令和７年度当初予算額３９億９,１３０万円、令

和６年度当初予算額４５億３,１１０万円、比較増減額につきましては減額の５億３,

９８０万円、増減率につきましてはマイナス１１.９％となっております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 次に、性質別歳出でございます。 

 主な要因につきまして説明をさせていただきたいと思います。 

 区分、令和７年度当初予算額、令和６年度当初予算額、比較増減の増減額、増減率

の順に説明をさせていただきます。主な内容となりますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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 まず、人件費でございます。７億２,４９０万４,０００円、７億１９０万１,００

０円、２,３００万３,０００円の増、増減率につきましては３.３％の伸びとなって

おります。主な要因でございますが、（１）議員委員等報酬でございますが、令和７

年５,１７４万円、４,３０６万３,０００円、８６７万７,０００円の増加、２０.

１％の伸びとなっておりますが、主な内容につきましては、先ほど説明いたしました

ように、議会議員報酬の見直しに伴うものでございます。 

 （２）特別職給与でございます。１,２６０万２,０００円、２,０９３万６,０００

円、減額の８３３万４,０００円、マイナスの３９.８％となっております。こちらに

つきましては、副町長の給与の減によるものでございます。 

 次に、（３）でございます。職員給、４億１,３７６万７,０００円、３億給１４４

万９,０００円、２,２３１万８,０００円の増、５.７％の伸びとなっております。こ

ちらは人事院勧告並びに地域手当の増加によるものが主な要因でございます。 

 次に、２ 物件費でございます。４億６４６万７,０００円、５億２,９８３万９,

０００円、減額の１億２,３３７万２,０００円、マイナスの２３.３％でございます。

こちらにつきましては、健康福祉交流センターの備品等の減によるものが大きな要因

でございます。 

 次に、５ 補助津費等になります。１１億９,０９７万８,０００円、１０億９,８

３４万３,０００円、９,２６３万５,０００円の増加、８.４％の伸びとなっておりま

す。こちらにつきましては、相楽東部広域連合等の負担金の増加によるものでござい

ます。 

 ６ 普通建設事業費、６億３,０４８万６,０００円、１１億９,９６５万３,０００

円、減額の５億６,９１６万７,０００円の減、マイナスの４７.４％となっておりま

す。 

 このうち（２）単独事業費、４億３,９７８万５,０００円、９億８,０１３万６,０

００円、減額の５億４,０３５万１,０００円、マイナスの５５.１％でございますが、
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健康福祉交流センターの完成に伴うものでございます。 

 次に、８ 公債費でございます。４億３,４５７万７,０００円、４億９９７万７,

０００円、２,４６０万円の増、６.０％の伸びとなっております。こちらにつきまし

ては、町債償還元金の増加に伴うものでございます。 

 ９ 積立金でございます。１,３００万４,０００円、９８４万４,０００円、３１

６万円の増、３２.１％の伸びとなっております。こちらにつきましては、基金利息

の増加に伴うものが主な要因でございます。 

 １０ 投資及び出資金、８,４８９万３,０００円、９,５６２万６,０００円、減額

の１,０７３万３,０００円ということで、こちらにつきましては、簡易水道会計並び

に特定環境保全公共下水道繰出金の減額によるものでございます。 

 以上、性質別歳出の説明とさせていただきます。 

 （４）につきましては、令和３年度から令和７年度までの当初予算の推移を載せて

おりますので、お目通しのほうをよろしくお願いします。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 ３．一般会計主要次項説明書ということで、事項、予算額の順に説明を申し上げま

す。 

 こちらにつきましては、第５次総合計画に基づきまして予算を配分させていただい

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 Ⅰ 子どもから高齢者までの全ての住民が健やかに暮らせる郷、予算額８億６,８

７０万７,０００円、このうち人権尊重社会の形成ということで２,９２９万３,００

０円を計上させていただいております。主な事業でございますが、人権ふれあいセン

ター運営事業２,７０１万８,０００円。 

 次に、地域福祉の推進ということで２,１４２万３,０００円計上させていただいて

おります。 

 主な事業でございますが、社協職員設置事業１,７７６万円となっております。 
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 保健・医療体制の充実ということで２億２４２万９,０００円、予算計上させてい

ただいております。 

 主な事業でございますが、総合保健福祉施設整備事業（駐車場整備事業）で５,２

０３万円を、令和７年度からになりますが、健康福祉交流センター管理費で１,４９

０万６,０００円、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金で３,８９１万７,０００円、

国民健康保険特別会計直営診療施設勘定繰出金で３,１２７万５,０００円、山城病院

組合負担金で３,４３５万７,０００円、また成人健康診査等検診・予防接種等健康管

理事業で２,９１６万６,０００円を予算計上させていただいております。 

 子育て支援の充実といたしまして２億１１０万９,０００円計上しております。 

 主な事業内容でございますが、保育所運営事業で１億５３５万１,０００円を、８

ページ、９ページをお願いいたします。昨年１０月に制度改正されました児童手当給

付事業３,６５６万６,０００円、子育て応援給付事業として２００万円、福祉医療

（ひとり親・子育て支援）事業１,１２１万４,０００円が主な内容でございます。 

 高齢者対策の充実として２億５,５３３万３,０００円を計上しております。 

 主な事業でございますが、介護保険特別会計保険事業勘定繰出金として１億８４８

万８,０００円を、後期高齢者医療特別会計繰出金として３,２１８万２,０００円、

また後期高齢者医療療養給付事業として８,１２４万５,０００円、シルバー人材セン

ター事業として２７６万２,０００円を計上しているところでございます。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 障がい者支援の充実といたしまして１億５,９１２万円を予算計上しております。 

 主な事業の内容でございますが、障害者自立支援給付事業として１億３,７８９万

４,０００円。 

 次に、Ⅱ 生きる力を育む教育と生涯にわたった学びの郷といたしまして３億１,

５０８万５,０００円、予算を計上しております。 

 このうち学校教育の充実といたしまして２億７,５５４万４,０００円、こちらにつ
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きましては、相楽東部広域連合負担金（教育費分）でございます。 

 生涯学習の充実といたしまして１,６１６万１,０００円。主な事業でございますが、

海洋センター管理事業で１,０９５万５,０００円を、マウンテンバイクランド活用促

進事業費として５２０万６,０００円を予算化させていただいております。 

 次に、国内外の交流と国際化への対応ということで１,７５０万円の予算を計上し

ております。 

 主な事業でございますが、大阪・関西万博きょうとの力創出発信事業１,１５０万

円、歴史文化の保全と継承ということで５８８万円を計上しております。主な事業に

つきましては、文化的景観保護推進事業で２８８万円、文化庁京都移転文化創造・発

信事業で３００万円を計上しております。 

 次に、総合計画のⅢということで、自然と共生し、安心・安全な郷ということで９

億３,３２１万７,０００円、予算計上させていただいております。 

 このうち防災・防犯体制の充実といたしまして４億５,３４８万８,０００円。主な

事業でございますが、相楽中部消防組合負担金で１億３,８３５万５,０００円を、１

２ページ、１３ページになりますが、令和７年度に更新を予定しております防災行政

無線更新事業で２億４,７９９万５,０００円を、また京都府防災情報市システム整備

事業負担金として１,６５３万７,０００円を計上しております。 

 河川環境の整備として１,０１８万４,０００円を予算計上させていただいておりま

す。 

 主な事業につきましては、治水・河川環境整備事業でございます。 

 上・下水道の整備ということで２億７,２２６万円、予算計上しております。 

 このうち主な事業内容でございますが、簡易水道事業会計負担事業ということで１

億１,３０２万９,０００円を、特定環境保全公共下水道会計負担事業として１億５,

４２４万３,０００円、計上させていただいております。 

 次に、森林保全と治山・治水でございます。１,８２０万２,０００円を計上してお
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ります。 

 主な事業につきましては、森林経営管理事業として１,１０１万６,０００円でござ

います。 

 環境と共生した生活スタイルの確立といたしまして１億７,９０８万３,０００円を。

主な事業でございますが、じん芥処理費で１億４,６２４万２,０００円、し尿処理費

として３,０７１万７,０００円の予算を計上させていただいております。 

 総合計画のⅣ お茶観光を軸とした交流の郷ということで６,９５０万円を、この

うち農林業の振興ということで２,５２３万６,０００円、１４ページ、１５ページを

お願いいたします。農業次世代人材投資資金給付事業として４２１万１,０００円、

中山間地域等直接支払交付事業として３８５万５,０００円、農業委員会設置事業と

して３２４万７,０００円、野生鳥獣被害総合対策事業として２９９万２,０００円を

予算化させていただいております。 

 次に、活力を生み出す商工業の振興といたしまして１,１３５万８,０００円を予算

計上しております。主な事業でございますが、商工会助成事業５００万円、デジタル

地域ポイント事業４５３万１,０００円が主な内容でございます。 

 波及効果を高める観光・交流産業の展開ということで２,８３９万２,０００円の予

算を計上させていただいております。このうち主な内容でございますが、観光案内所

管理運営事業５４７万円、ワールドマスターズゲームズ推進事業７２４万６,０００

円、景観保全事業５５７万円となっております。 

 １６ページ、１７ページをお願いいたします。 

 新たな産業の創出ということで４５１万４,０００円の予算計上をさせていただい

ております。 

 主な事業でございますが、空き家活用による新ビジネス創生事業で２５１万４,０

００円、みんなが主役の地域振興事業で２００万円の予算を計上しております。 

 総合計画のⅤ 快適で美しい環境の郷、４億６,４８０万６,０００円でございます。 
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 このうち移住・定住促進と快適な住環境の整備ということで５,９１３万５,０００

円、このうち主な事業でございますが、移住・定住促進事業で１,５９１万４,０００

円、地域おこし協力隊事業で１,２０４万６,０００円、共同浴場運営事業で１,８３

１万６,０００円の予算を計上させていただいております。 

 次に、道路網の整備ということで３億４,１９８万６,０００円の予算を計上してお

ります。 

 主な事業でございますが、石寺橋整備事業１億１,６２７万６,０００円、橋りょう

長寿命化修繕事業４,７１２万６,０００円、町道中溝学校線改良事業１億１,１６４

万３,０００円、道路維持補修事業２,７２４万６,０００円が主な内容でございます。 

 １８ページ、１９ページをお願いいたします。 

 次に、公共交通システムの充実ということで５,１３４万３,０００円の予算を計上

させていただいております。 

 主な事業でございますが、路線バス対策事業で１,９２０万８,０００円、茶源郷乗

合交通生活お届け事業で３,０８５万２,０００円の予算を計上させていただいており

ます。 

 公園・緑地の整備ということで１,２３４万２,０００円でございます。 

 主な事業につきましては、和束運動公園管理事業８３６万、湯船森林公園管理事業

３８３万８,０００円が主な内容でございます。 

 次に、総合計画のⅥ 住民と行政のパートナーシップによる郷、予算額が２億８５

１万５,０００円となっております。 

 主な内容でございますが、最初に、住民参画のまちづくりということで３５０万円、

茶源郷祭り補助金として３００万円が主なものでございます。 

 情報システムの強化と公開の推進ということで１億３,６１３万４,０００円の予算

を計上させていただいております。 

 主な事業内容でございますが、茶源郷行政情報配信システム事業９７６万２,００
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０円、電子計算費１億２,４６８万８,０００円が主な内容でございます。 

 効率的・効果的な行財政運営、２,３１２万１,０００円の予算計上となっておりま

す。 

 主な事業でございますが、ふるさと応援寄附金事業３９４万４,０００円、戸籍電

子化事業１,１４２万７,０００円、第５次総合計画後期基本計画策定事業５７８万４,

０００円が主な内容でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 広域行政の推進といたしまして、４,５７６万円。 

 主な内容でございますが、相楽東部広域連合負担金（総務費・民生費分）で３,２

９５万９,０００円、京都地方税機構負担金６５０万９,０００円、相楽広域行政組合

分担金（連絡調整・相楽会館）分として５９８万５,０００円が主な内容でございま

す。 

 以上、私のほうから、当初予算の概要と主要事項説明書の説明とさせていただきま

す。 

 予算書、事項別明細書につきましては、各課長から説明をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 おはようございます。 

 私からは、議案第３号 令和７年度和束町一般会計予算及び議案第４号 令和７年

度湯船区財産区特別会計予算についてご説明を申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

 議案第３号 

令和７年度和束町一般会計予算 
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 令和７年度和束町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３９億９,１３０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表  地方債」

による。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入額の最高

額は、５億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給与、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算のまず歳入でございます。 

 款、金額の順にご説明を申し上げます。 

 単位は千円でございます。 



― 19 ― 

 １款町税、３億６,００３万２,０００円。 

 ２款地方譲与税、４,２７９万１,０００円。 

 ３款利子割交付金、２６万４,０００円。 

 ４款配当割交付金、３３３万４,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、３２２万３,０００円。 

 ６款法人事業税交付金、４６６万６,０００円。 

 ７款地方消費税交付金、８,１１２万５,０００円。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,０３４万１,０００円。 

 ９款環境性能割交付金、７３８万４,０００円。 

 １０款地方特例交付金、２３万５,０００円。 

 １１款地方交付税、１９億２,１２６万円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円。 

 １３款分担金及び負担金、６,７５２万５,０００円。 

 １４款使用料及び手数料、３,１３２万８,０００円。 

 １５款国庫支出金、３億１,７８２万６,０００円。 

 １６款府支出金、１億９,３２２万円。 

 １７款財産収入、３３７万３,０００円。 

 １８款寄付金、１,０００円。 

 １９款繰入金、３億６,８６２万９,０００円。 

 ２０款繰越金、５００万円。 

 ２１款諸収入、６,４１４万３,０００円。 

 ２２款町債、５億５４０万円。 

 歳入合計でございます。３９億９,１３０万円でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 歳入と同様のご説明とさせていただきたいと思います。 
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 １款議会費、６,１６０万６,０００円。 

 ２款総務費、７億３,０５０万４,０００円。 

 ３款民生費、８億６,４４３万４,０００円。 

 ４款衛生費、５億８,４４３万８,０００円。 

 ５款農林業費、１億１,７８２万５,０００円。 

 ６款商工費、４,３８１万４,０００円。 

 ７款土木費、４億３８０万４,０００円。 

 ８款消防費、４億５,５１０万４,０００円。 

 ９款教育費、２億７,５５４万４,０００円。 

 １０款災害復旧費、１,４６２万６,０００円。 

 １１款公債費、４億３,４５７万７,０００円。 

 １２款諸支出金、２万４,０００円。 

 １３款予備費、５００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。 

 第２表 債務負担行為。 

 事項、期間、限度額の順に申し上げます。 

 新地域福祉計画策定事業、令和７年度から令和８年度まで、３９１万６,０００円。 

 続きまして、次のページでございます。 

 ３表 地方債 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順にご説明を申し上げます。 

 路線バス維持管理事業（過疎対策）、１,８７０万円、証書借入又は証券発行。年

５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構

資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。政府資

金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するも
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のによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償

還もしくは低利に借り換えすることができる。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でございますので、省略

をさせていただきます。 

 地域公共交通充実事業（過疎対策）、１,４１０万円 

 茶源郷行政情報配信システム事業（過疎対策）、６４０万円。 

 地域ポイントシステム事業（過疎対策）、４５０万円。 

 相楽会館建替事業（過疎対策）、３９０万円。 

 高齢者介護予防等支援事業、３３０万円。 

 総合保健福祉施設整備事業（過疎対策）、４,５６０万円。 

 石寺橋整備事業（過疎対策）、４,３００万円。 

 町道撰原下島線拡幅改良事業（過疎対策）、１,２００万円。 

 次のページへお願いいたします。 

 町道中溝学校線改良事業（過疎対策）、５,３００万円。 

 橋梁補修事業（辺地対策）、１,８７０万円。 

 小型ポンプ付き積載軽自動車（緊急防災・減災事業）、８１０万円。 

 防災行政無線更新事業（緊急防災・減災事業）、２億４,２００万円。 

 府防災情報システム整備事業（緊急防災・減災事業）、１,６５０万円 

 緊急浚渫推進事業債、１,０００万円。 

 災害復旧事業、５６０万円。 

 計５億５４０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書資料Ｎｏ.３ 令和７年度和束町一般会計予算に

つきましてご説明を続けさせていただきます。 

 総括のほうは省略させていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 
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 まず、歳入でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、１億３,５０７万９,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分１億３,４２７万６,０００円。内訳とい

たしましては、均等割で４８６万６,０００円、所得割１億２,９４１万３,０００円

でございます。 

 同款、同項、２目法人、１,５２２万４,０００円でございます。 

 主なものは、１節現年課税分１,５１２万４,０００円。内訳といたしまして、均等

割で１,１１３万９,０００円、法人税割で３９８万５,０００円でございます。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税、１億６,８５４万円でございます。 

 主なものでございますが、１節現年課税分１億６,７７４万円。内訳といたしまし

ては、土地４,４２２万１,０００円、家屋７,１５４万２,０００円、償却資産５,１

９７万７,０００円でございます。 

 １款町税、３項軽自動車税、１目環境性能割、１７８万５,０００円でございます。 

 主なものでございますが、内訳といたしまして、現年課税分１７８万４,０００円

でございます。 

 同款、同項、２目種別割、２,１１４万９,０００円でございます。 

 主なものでございますが、現年課税分でございます。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税、１,８２５万５,０００円。 

 主なものでございますが、現年課税分ということでございます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、２,１３４万６,

０００円。 

 令和７年度分の自動車重量譲与税でございます。 

 同款、５項、森林環境譲与税、１目森林環境譲与税、１,４８８万２,０００円。 

 令和７年度の森林環境譲与税でございます。 

 次のページをお願いいたします。 
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 ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、８,１０

１万２,５００円でございます。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金、１,０３４万１,０００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１９億２,１２６万円でご

ざいます。 

 主な内訳でございますが、普通交付税１７億７,１２６万円、特別交付税１億５,０

００万円でございます。 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金、６,２８２万３,０００

円。 

 １節総務管理費負担金で、内訳といたしましては、相楽東部広域連合職員人件費負

担金として５,７６３万３,０００円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金で５１９

万円を見込んでいるところでございます。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、１１、１２ページをお願いいたします。５

目土木使用料でございます。本年度予算額１,６７９万７,０００円。 

 ２節住宅使用料で８１５万円。主なものでございますが、町営住宅使用料で７１８

万９,０００円を見込んでいるところでございます。 

 １４款使用料及び手数料、２項手数料、３目衛生手数料、８５３万３,０００円で

ございます。 

 こちらは２節清掃手数料といたしまして８０４万４,０００円、し尿処理手数料で

ございます。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、１億５７７万２,０

００円。 

 １節社会福祉費負担金、主なものでございますが、障害者自立支援給付費負担金で
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６,４８８万円でございます 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、２,９５６万２,０００円で、主な

ものでございますが、１節総務管理費補助金といたしまして２,６９３万２,０００円、

このうち地方創生推進交付金で公共交通充実事業で９１１万円、次のページをお願い

いたします。同じく、大阪万博事業に４５０万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、２目民生費国庫補助金、１億１,７２１万円でございます。 

 主なものでございますが、１節児童福祉費補助金８５２万３ ,０００円で、子ど

も・子育て支援交付金といたしまして５９２万５,０００円が主な内訳となっていま

す。 

 同款、同項、６目土木費国庫補助金、１億５,８２３万８,０００円。 

 内訳といたしましては、橋りょう長寿命化修繕計画補助金で２,２７１万５,０００

円、社会資本整備総合交付金（道路）分で６,２８３万５,０００円、道路局所管補助

金（橋りょう）でございますが、７,２６８万８,０００円でございます。 

 １６款府支出金、１項府負担金、１５、１６ページをお願いいたします。１目民生

費府負担金、７,１９８万６,０００円。 

 主なものでございますけども、１節社会福祉費負担金４,９４６万９,０００円。主

な内訳でございますが、国保基盤安定負担金で１,３５９万９,０００円、障害者自立

支援給付費負担金で３,２４４万円、また３節老人福祉費負担金で１,８７４万３,０

００円でございますが、こちらにつきましては、後期高齢者医療保険基盤安定負担金

でございます。 

 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金、２,５８８万４,０００円。 

 主なものでございますが、１節総務管理費補助金２,５８３万８,０００円、このう

ち、きょうと連携交付金（行政情報ネットワーク）につきましては１,３１３万円が

主なものでございます。 

 同款、同項、２目民生費府補助金、３,１５２万３,０００円。 
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 主なものでございますが、１節社会福祉費補助金で１,８１９万８,０００円。こち

らにつきましては、隣保館運営等事業費補助金で６２８万９,０００円、また２節児

童福祉費補助金で１,３３２万５,０００円、こちらの主なものにつきましては、子ど

も・子育て支援給付金として５７９万４,０００円でございます。 

 １７、１８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目土木費府補助金、１,２２８万９,０００円でございます。 

 １節土木管理費補助金できょうと連携交付金といたしまして、町道維持修繕で１,

０００万円を計上させていただいております。 

 同款、３項委託金、１目総務費委託金、２,２２９万１,０００円。 

 主なものでございますが、１節徴税費委託金で４８９万９,０００円、個人府民税

取扱費委託金でございます。 

 ３節選挙費委託金でございます。１,４９４万８,０００円。参議院議員選挙委託金

といたしまして１,３２４万円、京都府知事選挙委託金といたしまして４６２万４,０

００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、２億６,７１０万６,０

００円でございます。 

 同款、同項、２目減債基金繰入金、７,８４３万７,０００円でございます。 

 同款、同項、５３目すこやかエンジェル基金繰入金、５２８万円でございます。 

 同じく、５８目豊かな森を育てる基金繰入金、１,２１０万３,０００円でございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、４項雑入、１目雑入、６,１０６万５,０００円でございます。 

 主なものでございますが、２節雑入５,７８６万５,０００円で、主なものでござい

ますが、デジタル基盤改革支援補助金で４,１２５万３,０００円、ゴミ袋代で４０１
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万５,０００円、京都府市町村振興協会市町村等交付金で４５７万２,０００円を見込

んでいるところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２２款町債、１項町債、１目総務債、４,７６０万円。 

 内訳といたしましては、１節総務管理債で４,７６０万円。過疎対策事業債、路線

バス維持管理費で１,８７０万円、地域公共交通充実事業で１,４１０万円、茶源郷行

政情報配信システムで６４０万円、相楽会館建替事業で３９０万円、地域ポイントシ

ステムで４５万円でございます。 

 同款、同項、２目民生債、４,８９０万円でございます。 

 主な内訳といたしましては、過疎対策事業債、総合保健福祉施設整備事業で４,５

６０万円、同じく、高齢者介護予防等支援事業で３３０万円でございます。 

 同款、同項、６目土木債、１億３,６７０万円でございます。 

 １節道路橋りょう債１億２,６７０万円でございます。内訳といたしましては、石

寺橋事業で４,３００万円、町道撰原下島拡幅改良工事で１,２００万円、町道中溝学

校線改良工事事業で５,３００万円、辺地対策事業債（橋梁補修事業）で１,８７０万

円、また２節河川債で１,０００万円、こちらにつきましては、緊急浚渫推進事業債

でございます。 

 同款、同項、７目消防債、２億２,６６０万円でございます。 

 １節消防債で、緊急防災・減災事業債、小型ポンプ付き積載軽自動車の購入費に８

１０万円、同じく、防災行政無線更新工事に２億４,２００万円、同じく、府防災情

報システム整備に１,６５０万円でございます。 

 以上が歳入でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 会議の途中ですが、ただいまから１０時５０分まで休憩いたします。 

休憩（午前１０時４１分～午前１０時５０分） 
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○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 なお、説明は簡潔にお願いいたします。 

○総務課長（原田敏明君） 

 それでは続きまして、歳出でございます。 

１款議会費、１項議会費、１目議会費、６,１６０万６,０００円。 

 主なものでございますが、議会議員人件費及び、議会職員人件費が主な内容となっ

ております。 

 次のページをお願い致します。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、４億５,０７８万５,０００円。 

 主なものでございますが、特別職員人件費、一般職員人件費が主なものでございま

す。事業の一般管理諸経費で、４,４４１万５,０００円。 

 次のページでございます。 

 委託料としまして、特定個人情報取扱状況点検業務委託料と致しまして５８０万８,

０００円を計上しているところでございます。 

 次のページをお願い致します。 

 続きまして、（事業）電子計算費で１億２,４６８万８,０００万円。 

 主なものでございますが、委託料と致しまして、２,１２９万６,０００円。このう

ちネットワークシステム構築委託料７２６万６,０００円、電算ネットワーク保守委

託料７６８万２,０００円、また、ガバメントクラウド移行委託費５５４万２,０００

円、備品購入費２,１６５万３,０００円を見込んでいるところでございます。あわせ

まして一般職人件費、広域連合分でございますが、６,４１４万６,０００円を計上さ

せて頂いているところでございます。 

 次のページをお願い致します。 

 相楽東部広域連合事業費と致しまして３,５３９万６,０００円。 
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 次のページをお願い致します。 

 こちらにつきましても、相楽東部広域連合負担金でございます。同款、同項、２目

企画費、８,４６９万５,０００円、まちづくり企画推進事業費１,５３３万９,０００

円を計上させて頂いております。このうち、分担金補助及び交付金で相楽広域行政組

合分担金、相楽会館建替えの分でございます。５５９万９,０００円が主な支出でご

ざいます。続きまして（事業）地域おこし協力隊事業費で１,２０４万６,０００円で

ございます。 

 次のページをお願い致します。 

 （事業）移住・定住促進事業費で１,５９１万４,０００円。 

 主なものでございますが、移住促進住宅整備事業補助金９９０万円を計上させて頂

いております。 

 次のページをお願い致します。 

 こちらも（事業）景観保全事業と致しまして、５５７万円、このうち、負担金補助

及び交付金のまちなみ修景事業補助金５１０万円を計上しているところでございます。 

 次のページをお願い致します。 

 また、（事業）大阪・関西万博きょうとの力創出・発信事業１,１５０万円。 

 主なものでございますが、委託料の「茶の匠」からのおもてなし事業委託料７００

万円を計上させて頂いております。 

 次のページをお願い致します。 

 同款、同項、４目活性化対策費でございます。１,３７３万９,０００円。 

 主な内容でございますが、次のページをお願い致します。 

 事業、和束運動公園管理事業費８３６万円、また主なものと致しまして、委託料で

和束町運動公園美化事業委託料で６００万円を計上させて頂いております。 

 次のページをお願い致します。 

 同款、同項、１１目地籍調査費８４０万５,０００円でございます。 
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 次のページをお願い致します。 

 主なものでございますが、委託料の地籍調査委託料といたしまして７５０万円を計

上しているところでございます。 

 同款、同項、１２目交通対策費、５,１３８万３,０００円でございます。 

 主な内容でございますが、（事業）路線バス対策諸経費に１,９８０万７,０００円、

また（事業）茶源郷乗合交通お届け事業に３,０８５万２,０００円、次のページをお

願いいたします。このうち乗合交通事業運営補助金といたしまして２,３２１万円を

計上させていただいております。 

 同款、同項徴税費、１目税務総務費、３,６２９万８,０００円でございます。 

 こちらにつきましても主な支出でございますが、一般職員人件費、税務総務諸経費

で１,１５０万１,０００円を計上させていただいております。このうち京都府地方税

機構負担金といたしまして６５０万９,０００円を計上いたしております。 

 次のページをお願いいたします。５５ページ、５６ページでございます。 

 同款、同項、４目戸籍電算化事業費、１,１４２万７,０００円。 

 戸籍電子化事業諸経費でございます。使用料及び賃借料の戸籍クラウド利用料で７

２１万６,０００円を計上しているところでございます。 

 同款、同項選挙費、３目参議院議員選挙費で１,０３２万４,０００円、次のページ

でございますが、４目京都府知事選挙費で４６２万４,０００円をそれぞれ計上させ

ていただいております。 

 少し飛びますが、６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で３億５,０６６万９,０００円

でございます。 

 主な内容でございますけども、一般職員人件費が主なものでございます。 

 １ページおめくりいただきまして、事業でございますが、社協職員設置事業費で１,

７７６万円を計上させていただいております。 
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 次のページをお願いいたします。 

 （事業）国保事業勘定繰出金事業費といたしまして３,８９１万７,０００円、（事

業）障害者自立支援給付事業で１億３,７８９万４,０００円、次のページでございま

すが、同じく、（事業）障害者地域生活支援事業で６００万９,０００円を、また次

のページでございますが、（事業）総合保健福祉施設整備事業といたしまして工事請

負費に５,２０３万円を計上しているところでございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費、２億５,５７８万４,０００円。 

 （事業）老人福祉諸経費といたしまして８６１万５,０００円、次のページでござ

いますが、このうち負担金補助及び交付金で山城病院組合負担金で４１６万１,００

０円、シルバー人材センター補助金に２７６万２,０００円、また（事業）老人福祉

施設措置事業費で７２４万８,０００円、次のページでございますが、同じく（事業）

介護保険事業勘定特別会計繰出金で１億８４８万８,０００円、（事業）後期高齢者

医療事業費で１億１,３４２万７,０００円を計上させていただいているところでござ

います。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費、２,８００万８,０００円でございます。 

 一般職員人件費が主なものということでございます。 

 ８３ページ、８４ページをお願いいたします。 

 同款、同項児童福祉費、１目児童福祉総務費、５,７８０万２,０００円でございま

す。 

 主な内容でございますが、（事業）児童手当給付事業費で３,６５６万６,０００円、

また福祉医療事業費で１,１２１万４,０００円を計上させていただいております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目保育所費、１億５８２万８,０００円。 

 主な内容でございますが、和束保育園人件費で６,２７３万９,０００円、保育所諸
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経費で会計年度任用職員の報酬が２,０６５万８,０００円、また需用費で１,２００

万円、このうち賄材料費等で計上させていただいているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費でございますが、本年度予算額１,３２３万

９,０００円ということで、こちらも会計年度任用職員の報酬が主なものでございま

す。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費、１,２５７万６,０００円。 

 こちらにつきましても、会計年度任用職員の報酬費として９１０万円でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費、１,４５６万５,０００円でございます。 

 主なものでございますが、こちらにつきましても人件費が主なものということでご

ざいます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、７,６２４万４,０００円。 

 こちらにつきましては、（事業）保健事業諸経費の３,７９２万９,０００円、この

うち山城病院組合負担金で３,４３５万７,０００円を計上させていただいているとこ

ろでございます。また、国保直診勘定特別会計繰出金で３,１２７万５,０００円が主

なもの内容となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目予防費、３,２７３万円でございます。 

 主なものでございますが、予防諸経費で３,２７３万円、このうち委託料で２,９６

３万３,０００円を計上しているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目環境衛生費、２億７,０６８万４,０００円。 

 主な内容でございますが、こちらにつきましては（事業）簡易水道事業会計負担事

業ということで１億１,３０２万９,０００円でございます。また（事業）特定環境保
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全公共下水道事業会計負担事業でございまして、１億５,４２４万３,０００円を計上

しているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費、１億４,６２４万２,０００円。 

 主なものといたしましては、相楽東部広域連合負担金といたしまして、１億４,５

４５万２,０００円が主なものとなっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目し尿処理費、３,５７４万７,０００円。 

 こちらにつきましては、主なものといたしまして、し尿処理諸経費の３,０７１万

７,０００円でございます。こちらにつきましては、負担金補助及び交付金で相楽広

域行政組合分担金としてし尿処理に２,０６４万８,０００円、し尿券に８４０万５,

０００円を予定しているところでございます。また、合併処理浄化槽設置整備事業費

の浄化槽の設置事業補助金に２２３万８,０００円、また浄化槽維持管理事業補助金

に２７５万円が主な支出というところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費、４,７２２万円でございます。 

 こちらにつきましては、一般人件費が主な内容でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目農業振興費、１,４５２万７,０００円。 

 主なものでございますが、中山間地域等直接支払交付事業費３８５万５,０００円、

次のページをお願いいたします。（事業）農業次世代人材投資資金給付事業に４２１

万１,０００円を計上させていただいております。 

 １１１、１１２ページをお願いいたします。 

 同款、２項林業費、２目林業振興費、３,２８３万５,０００円。 

 主な内容でございますが、（事業）湯船森林公園管理事業費で３８３万８,０００
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円、次のページでございますが、（事業）森林経営管理事業で１,１０１万６,０００

円を計上させていただいております。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で７６４万７,０００円でございます。 

 こちらにつきましては、負担金、補助及び交付金で、商工会助成金として５００万

円を計上させていただいております。 

 同款、同項、２目観光費、３,６１６万７,０００円でございまして、主なものにつ

きましては、観光諸経費の次のページをお願いいたします。負担金補助及び交付金で、

広域観光周遊ルート実証運行補助金に１４０万円、また（事業）ワールドマスターズ

ゲーム推進事業費７２４万６,０００円、次のページでございますが、（事業）農・

観連携コミュニティ創生事業委託料６００万円、（事業）観光案内所運営事業費５９

６万５,０００円が主な内容でございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、３,５０３万２,０００円でござい

ます。 

 主なものといたしましては、職員人件費。 

 次のページをお願いいたします。（事業）土木管理諸経費で会計年度任用職員の報

酬ということでございます。 

 同款、２項道路橋りょう費、１目道路橋梁総務費９５１万２,０００円でございま

す。 

 主なものでございますが、道路管理事業費の９５１万２,０００円、また委託料で

道路台帳整備委託料といたしまして６８０万円の支出を予定しているところでござい

ます。 

 同款、同項、３目道路新設改良費、３億３０５万２,０００円でございます。 

 主なものといたしましては、（事業）橋梁長寿命化修繕事業といたしまして４,７

１２万６,０００円、このうち委託料といたしまして、橋りょう点検調査業務委託料

で１,２００万円、次のページでございますが、工事請負費で３,５００万円、また
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（事業）石寺橋整備事業で１億１,６２７万６,０００円、このうち委託料の測量設計

業務委託料に５,０００万円、また工事請負費に６,０００万円、続いて町道撰原下島

線拡幅改良工事に２,２０３万円、同じく町道中溝学校線改良事業に１億１,０６４万

３,０００円を計上しているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、５項住宅費、１目住宅管理費、１,７５３万１,０００円。 

 主なものといたしましては、町営住宅管理事業費といたしまして９７７万９,００

０円を計上させていただいているところでございます。 

 ８款消防費、１項消防費、次のページをお願いいたします。１目常備消防費、１億

３,８３５万５,０００円。 

 こちらにつきましては、相楽中部消防組合負担金でございます。 

 同款、同項、２目非常備消防費、３,８４５万１,０００円。 

 こちらにつきましては、非常備消防人件費として７９７万５,０００円、また（事

業）非常備消防諸経費といたしまして３,０４７万６,０００円を計上させていただい

ているところでございます。こちらにつきましては、委託料といたしまして、ドロー

ン講習委託料に１３７万５,０００円、また備品購入費でございますが、小型動力ポ

ンプ付積載車軽消防自動車購入費用で８１１万８,０００円を計上させていただいて

おります。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目災害対策費、２億７,６１１万円。 

 主な内容といたしましては、負担金補助及び交付金で府防災情報システム整備負担

金で１,６５３万７,０００円、また木造住宅耐震改修事業補助金で９５０万円、続い

て（事業）防災行政無線整備事業の工事請負費で防災行政無線更新工事が２億４,２

００万円を計上させていただいているところでございます。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、２億７,５５４万４,０００円。 
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 こちらにつきましては、（事業）相楽東部広域連合負担金となっているところでご

ざいます。 

 １３３ページ、１３４ページをお願いいたします。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、４億１,０５１万５,０００円。 

 こちらにつきましては、町債償還元金でございます。 

 同款、同項、２目利子、２,４０６万２,０００円。 

 （事業）町債償還利子といたしまして２,３５６万２,０００円を計上しているとこ

ろでございます。 

 １３７から１４０ページまでは給与費明細となっておりますので、後ほどお目通し

をお願いいたします。 

 １４１ページをお願いいたします。 

 債務負担行為で令和８年度以降にわたるものについて、令和６年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和７年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。 

 事項、限度額、令和６年度末までの支出（見込）額、令和７年度以降の支出予定額、

左の財源内訳の順にご説明を申し上げます。 

 戸籍システムクラウド化事業、３,５０８万５,０００円、令和６年度末までの支出

はございません。令和７年度から令和１１年度まで３,５０８万５,０００円を見込ん

でおります。財源につきましては、全て一般財源ということでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 続いて、最終ページでございます。 

 地方債の令和５年度末における現在高並びに令和６年度末及び令和７年度末におけ

る現在高の見込みに関する調書につきましては、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 続きまして、議案第４号のご説明を申し上げます。議案書のほうをよろしくお願い

いたします。 

 議案第４号 
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令和７年度和束町湯船財産区特別会計予算 

 令和７年度湯船財産区特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２１４万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 次のページが第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款財産収入、６,０００円。 

 ３款繰入金、１６８万６,０００円。 

 ４款繰越金、２０万円。 

 ５款諸収入、２４万８,０００円。 

 歳入合計、２１４万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、１４万６,０００円。 

 ２款総務費、１７９万４,０００円。 

 ４款予備費、２０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.４でございます。資料に基づきまし

てご説明を申し上げます。 

 総括は省略をさせていただきますので、５ページ、６ページをお願いします。 

 まず、歳入でございますが、主なもののみとさせていただきます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１６８万６,０００円で
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ございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で２０万円でございます。 

 ５款諸収入、２項雑入、１目雑入、２４万７,０００円でございます。こちらにつ

きましては、湯船区からの光熱水費等の使用分ということでございます。 

 次のページが歳出でございます。 

 １款管理会費、２項管理会費、１目管理会費、１４万６,０００円でございます。

主なものでございますが、管理会運営費で１３万１,０００円でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、９６万９,０００円。こちらにつ

きましては、一般管理諸経費９６万９,０００円でございます。 

 同款、同項、２目財産管理費、８２万５,０００円。こちらにつきましても、財産

管理諸経費でございます。 

 以上、湯船財産区特別会計のご説明とさせていただきます。 

 その他の特別会計につきましては担当課長からご説明を申し上げますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、私のほうから、議案第５号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５号 

令和７年度和束町国民健康保険特別会計予算 

 令和７年度和束町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億７,８５０万円、

直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,１７０万
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円と定める。 

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、事業勘定及び直営診療施設勘定それぞれ５,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款及び金額の説明とさせていただきます。単位は千円でございます。 

 １款国民健康保険税、８,８０１万３,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円。 

 ４款府支出金、４億３,５８５万２,０００円。 

 ５款財産収入、２０万８,０００円。 

 ６款繰入金、５,３９１万７,０００円。 

 ７款繰越金、１,０００円。 

 ８款諸収入、４０万９,０００円。 

 歳入合計でございます。５億７,８５０万円でございます。 
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 続きまして、歳出でございます。歳出につきましても、款、金額の順にご説明申し

上げます。 

 １款総務費、４７７７万６,０００円。 

 ２款保険給付費、４億１,０３４万７,０００円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億４,６１５万２,０００円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円。 

 ６款保健事業費、１,１３７万５,０００円。 

 ７款基金積立金、２０万８,０００円。 

 ８款公債費、３万円。 

 ９款諸支出金、６１万１,０００円。 

 １０款予備費、５００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.５ 令和７年度和束町国民健康保険

特別会計予算（事業勘定）に基づきまして説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページまでは議案書と重複いたしますので、説明を省略させていた

だきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、本年度予算の順に、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、８ ,

８０１万円。主なものといたしまして、１節医療給付費分現年課税分で４,９１８万

３,０００円、２節後期高齢者支援金分現年課税分１,９４１万５,０００円、３節介

護納付金分現年課税分１,０９６万２,０００円でございます。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、４億３,５８５万２,００

０円。主なものといたしまして、１節普通交付金で４億５２７万１,０００円でござ
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います。 

 １枚おめくりいただきまして、６款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰

入金、１,５００万円。財政調整基金の取崩しによる繰入金でございます。 

 同款、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）、１,４６

９万１,０００円。保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）でございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金（保険者支援分）、１,０３２万４,０００円。

同じく、保険基盤安定繰入金（保険者支援分）で同額でございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、２８２万８,０００円。主なもの

といたしまして、１１節役務費１３６万６,０００円、うち、共同電算処理手数料で

８０万４,０００円でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者

療養給付費、３億３,４３２万１,０００円。主なものといたしましては、一般被保険

者療養給付負担金で同額でございます。 

 同款、２項、高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、６,６００万円。主なも

のといたしまして、一般被保険者高額療養費負担金で同額でございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、１７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分、１億７９万６,０００円。主なものといたしまして、一般被保険者医療給付費負

担金で同額でございます。 

 同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分、３,

２４１万７,０００円。主なものといたしまして、一般被保険者後期高齢者支援金等

負担金で同額でございます。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分、１,２９３万７,０００円。主なもの
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といたしましては、介護納付金負担金で同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費、

７２６万５,０００円。主なものといたしまして、１２節委託料、うち、人間ドック

検査委託料として５４２万５,０００円でございます。 

 同款、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、３９２万３,００

０円。主なものといたしまして、１２節委託料で特定健康診査委託料といたしまして

３４６万７,０００円でございます。 

 ２３ページから２６ページにつきましては、給与費明細をつけさせていただいてお

ります。また、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 以上、令和７年度国民健康保険特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

いています。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 それでは、続きまして、議案第５号 令和７年度和束町国民健康保険特別会計予算

（直営診療施設勘定）につきましてご説明申し上げます。 

 議案書につきましては先ほど税住民課長から説明がありましたので、私からは、第

１表 歳入歳出予算からご説明申し上げます。 

 議案書の第１表 歳入歳出予算をお願いします。 

 まず、歳入でございます。 

 款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款診療収入、６,８５１万９,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、３１万１,０００円。 
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 ６款繰越金、８０万円。 

 ７款繰入金、３,１２７万５,０００円。 

 ８款財産収入、１,０００円。 

 ９款諸収入、１,０７９万４,０００円。 

 歳入合計１億１,１７０万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳入同様の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、７,７３７万４,０００円。 

 ２款医業費、３,３９９万３,０００円。 

 ３款公債費、１万３,０００円。 

 ５款予備費、３２万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書をお願いいたします。資料Ｎｏ.５、和束町国民

健康保険特別会計予算（直営診療施設勘定）でございます。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複いたしますので、説明を省略させてい

ただきまして、５、６ページをお願いいたします。 

 主なもののみ説明とさせていただきます。 

 ２ 歳入でございます。 

 款、項、目、本年度予算の順にご説明申し上げます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、１,１５２万円。 

 同款、同項、２目社会保険診療収入、７９２万円。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、１,０２０万円。 

 同款、同項、５目その他の診療収入、１６２万円。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、３,７２０万円。 

 いずれも現年度分でございます。 
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 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３,１２７万５,０００円。 

 ９款諸収入、７ページをお願いいたします。２項受託収入、１目検診等受託収入、

１,０６９万３,０００円。 

 おめくりください。９ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。歳入同様にご説明申し上げます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、７,７３３万円。主なものとしま

して職員の人件費で４,９６９万１,０００円、一般管理諸経費で２,７６３万９,００

０円となっております。 

 おめくりください。１１ページをお願いいたします。 

 ２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費、３,１２０万円。主なものとし

ましては、医療材料費、いわゆる薬代でございまして、３,１２０万円でございます。 

 同款、同項、４目検査委託費、２２０万３,０００円。おめくりください。臨床検

査他委託料でございまして、血液・尿検査の外部委託料でございます。 

 １５ページ以降に給与費明細をつけておりますので、後ほどお目通しくださいます

ようお願い申し上げます。 

 以上、令和７年度和束町国民健康保険特別会計予算（直営診療施設勘定）の説明と

させていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３４分～午後１時３０分） 

○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 
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 それでは、私から、議案第６号の説明をさせていただきます。 

 議案のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第６号 

令和７年度和束町介護保険特別会計予算 

 令和７年度和束町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億２,１４０

万円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８９

５万円と定める。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることがで

きる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による保険事業勘定の一時借入金

の借入れの最高額は、６,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 
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 まず、歳入でございます。 

 款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款保険料、１億３,３８４万９,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億７,０６６万７,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億８,８４７万７,０００円。 

 ５款府支出金、１億６８６万９,０００円。 

 ６款財産収入、４万３,０００円。 

 ７款繰入金、１億２,１４８万８,０００円。 

 ８款諸収入、５,０００円。 

 ９款繰越金、１,０００円。 

 歳入合計、７億２,１４０万円。 

 続きまして、歳出でございます。こちらも同様の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１,０４１万円。 

 ２款保険給付費、６億７,３４６万２,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,６３０万７,０００円。 

 ５款基金積立金、４万５,０００円。 

 ６款公債費、５万円。 

 ７款諸支出金、７２万円。 

 ８款予備費、４０万６,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、第２表 債務負担行為。 

 事項：介護保険事業計画策定事業、期間：令和７年度から令和８年度まで、限度額

３６５万２,０００円。 

 続きまして、予算に関する説明書をお願いいたします。令和７年度和束町介護保険
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特別会計予算（保険事業勘定）、資料Ｎｏ.６でございます。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので、省略させていただきまして、

５ページ、６ページからお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、本年度予算額の順に、主なもののみの説明させていただきます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１億３,３８４万９,０

００円。これにつきましては、１節現年度分の特別徴集保険料が１億２,８２５万８,

０００円、２節現年度分普通徴集保険料が５３４万１,０００円、３節滞納繰越分普

通徴集保険料が２５万円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１億１,７３０万円。

１節現年度分でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１億８,１８

３万１,０００円、１節現年度分でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、１億１５７万円、１節現年

度分でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、８,４１８万円、１節

介護給付費繰入金でございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、続きまして、歳出でございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 こちらも同様の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、４９９万３,０００円。介護保険

庶務事業費といたしまして、主には報酬等々でございます。また、委託料で介護保険

事業計画の策定委託料で２８１万６,０００円計上させていただいております。 

 同款、３項介護認定審査会費、１目認定調査等費、３０１万９,０００円。認定調
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査の事業費で３０１万円９,０００円計上させていただいております。 

 おめくりいただきまして、１３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、２億４,

７８０万円、１８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、３億１,０００万円、１８節負担金、

補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、２,７００万円、１８節負担金、

補助及び交付金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、１,６００

万円、１８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、２,０００万円、１

８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、３,４

８０万円、１８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防生活

支援サービス事業費、１,３００万円、１８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 続きまして、２ページおめくりいただきまして、２７ページ、２８ページをお願い

いたします。 

 同款、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費、５１９万９,０００円。

主なものといたしまして、１２節委託料で４５６万円計上しております。これにつき

ましては、介護予防事業の委託料でございます。 
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 同款、３項包括支援事業・任意事業費、２目総合相談事業費、８２１万１,０００

円。これにつきましても職員人件費といたしまして３０９万５,０００円、また、総

合相談事業の諸経費で５１１万６,０００円、これにつきましては、主には会計年度

任用職員の報酬となっておるところでございます。 

 ５枚おめくりいただきまして、３７ページ以降でございます。これにつきましては

給与費明細となっておりますので、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたしま

す。 

 続きまして、議案書のほうにお戻りいただきまして、サービス勘定の説明をさせて

いただきます。 

 まず、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、４２０万円。 

 ２款繰入金、４７４万９,０００円。 

 ３款繰越金、１,０００円。 

 歳入合計８９５万円。 

 歳出 

 １款総務費、７５０万７,０００円。 

 ２款事業費、１２０万２,０００円。 

 ３款予備費、２４万１,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書の令和７年度和束町介護保険特別会計予算（サー

ビス事業勘定）、資料Ｎｏ.６をお願いいたします。 

 こちらにつきましても、１ページから４ページまでは総括でございますので、省略

させていただきまして、５ページからよろしくお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。先ほどと同様の説明とさせていただきます。 
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 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、４２

０万円、１節居宅支援サービス計画費収入でございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、４７４万９,０００円、

１節一般会計の繰入れでございます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらも同様の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、７５０万７,０００円。主なもの

といたしまして、職員人件費で１８５万３,０００円、また一般諸経費で５６４万４,

０００円、会計年度任用職員の報酬等でございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、１２０万２,０

００円、１２節委託料で、介護予防計画の委託料でございます。 

 ２枚めくっていただきましたところに給与費明細のほうをつけさせていただいてお

りますので、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、私のほうから、議案第７号のご説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第７号 

令和７年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 

 令和７年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９,７９０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予
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算」による。 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款及び金額の説明とさせていただきます。 

 １款保険料、６,１６５万８,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１万円。 

 ３款繰入金、３,２１８万２,０００円。 

 ４款繰越金、３７万円。 

 ５款諸収入、３６８万円。 

 歳入合計、９,７９０万円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、金額の順にご説明いたします。 

 １款総務費、１２６万１,０００円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、８,９８８万４,０００円。 

 ３款保健事業費、６１５万３,０００円。 

 ４款諸支出金、２０万１,０００円。 

 ５款予備費、４０万１,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和７年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 

資料Ｎｏ.７に基づきまして説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページにつきましては議案書と重複いたしますので、説明を省略さ

せていただきます。 

 では、まず、５ページ、６ページをお願いいたします。 
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 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、本年度予算の順に、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴集保険料、３,７５５万１,０

００円。主なものといたしまして、現年度分の特別徴集保険料で同額でございます。 

 同款、同項、２目普通徴集保険料、２,４１０万７,０００円。主なものといたしま

して、現年度分普通徴集の保険料で２,４００万７,０００円でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３,２１８万２,０００円。

主なものといたしまして、保険基盤安定繰入金で２,４９９万１,０００円でございま

す。 

 ２枚おめくりいただきまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出も主なもののみの説明とさせていただきます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、８,９８８万４,０００円。主なものといたしまして、

後期高齢者医療広域連合諸経費負担金で同額でございます。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、６１５万３,０００

円。１枚おめくりいただきまして、主なものといたしまして、健康診査委託料５７４

万８,０００円でございます。 

 以上、令和７年度後期高齢者医療特別会計の説明とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 それでは、私のほうから、議案第８号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 
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 議案第８号 

令和７年度和束町簡易水道事業会計予算 

（総  則） 

 第１条 令和７年度和束町簡易水道事業会計予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）給水戸数       １,６６６戸 

 （２）給水量 

      年間総配水量   ５４万１,６８６㎥ 

      １日平均配水量  １,４８４㎥ 

（収益的収入及び支出） 

 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  なお、営業費用中、地方公営企業法適用に要する経費の財源に充てるため、企業 

債１６０万円を借り入れる。 

           収     入 

   第１款 水道事業収益      ２億３,０７６万２,０００円 

     第１項   営業収益    １億５２１万６,０００円 

     第２項   営業外収益   １億２,５５４万６,０００円 

           支     出 

   第１款 水道事業費用      ２億３,０９６万円 

     第１項 営業費用      ２億９０６万５,０００円 

     第２項 営業外費用     ２,０８９万５,０００円 

     第３項 予備費       １００万円 

 おめくりください。 

 （資本的収入及び支出） 
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 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収額が資本的支出額に対して不足する額７,５７２万１,０００円は、過年

度分消費税及び地方消費税資本的支出調整額２５万２,０００円、過年度分損益

勘定留保資金２６５万２,０００円、当年度分損益勘定留保資金７,２８１万７,

０００円で補てんするものとする。 

            収     入 

   第１款 資本的収入       ６,４０５万５,０００円 

     第１項   分担金     ７２万６,０００円 

     第２項   負担金等    ５万２,０００円 

     第３項   企業債     ２,５００万円 

     第４項   他会計出資金  ３,８２７万７,０００円 

            支     出 

   第１款 資本的支出       １億３,９７７万６,０００円 

     第１項 建設改良費     ３５５万円 

     第２項 企業債償還金    １億３,５１９万６,０００円 

     第３項 基金積立金     ３万円 

     第４項 予備費       １００万円 

（企業債） 

 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順に説明させていただきま

す。 

 資本費平準化債、２,５００万円、証書借入又は証券発行、年５.０％以内（ただし、

利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率

の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、政府資金については、その
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融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、

町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借

換えすることができる。 

 公営企業会計適用債、１６０万円、起債の方法、利率、償還の方法については、先

ほどと同様でございますので、省略をさせていただきます。 

（一時借入金） 

 第６条 一時借入金の限度額は１億円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

     （１）費用と営業外費用、特別損失 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

 第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

     （１）職員給与費      １,２４２万８,０００円 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.８をお願いいたします。 

 １ページ、２ページは議案書と重複いたしますので、少しページをおめくりいただ

きまして、１５ページをお願いいたします。１５ページでございます。 

 令和７年度和束町簡易水道事業予算内訳書 

 収益的収入及び支出 

 収入 

 款、項、目、節、金額の順に説明させていただきます。主なもののみとさせていた
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だきます。 

 水道事業収益、営業収益、給水収益、水道使用料、１億４０９万７,０００円。 

 続きまして、同款、営業外収益、他会計負担金、７,４７５万２,０００円。 

 同款、同項、長期前受金戻入、５,０７１万５,０００円。 

 続きまして、１６ページ、支出。 

 水道事業費用、営業費用、原水及び浄水費、１,７８１万３,０００円。内訳といた

しまして、委託料で５５９万４,０００円、動力費で４９１万４,０００円、薬品費で

４４４万３,０００円。 

 同款、同項、配水及び給水費、１,４２０万２,０００円。内訳といたしまして、委

託料３１０万７,０００円、修繕費で５４０万３,０００円。 

 おめくりください。 

 同款、同項、総係費、５,０５６万４,０００円、給料６０１万３,０００円、続き

まして、委託料３,３９５万２,０００円。 

 同款、同項、減価償却費、１億２,６４３万６,０００円。 

 同款、営業外費用、支払利息及び企業債取扱諸費、企業債の利息１,１６５万７,０

００円です。 

 おめくりください。 

 続きまして、１９ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出 

 収入 

 同じく、款、項、目、節、金額の順に説明させていただきます。 

 資本的収入、企業債、２,５００万円。 

 同款、他会計出資金、３,８２７万７,０００円。 

 続きまして、支出。 

 資本的支出、建設改良費、配水管布設費、工事請負費で２０７万２,０００円。 
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 同款、企業債償還金、１億３,５１９万６,０００円です。 

 予算内訳書の説明は以上となります。 

 ページを戻っていただきまして、３ページをお願いいたします。３ページでござい

ます。 

 令和７年度和束町簡易水道事業 

 予定キャッシュ・フロー計算書 

 各項目の合計のみ説明します。 

 １ 業務活動によるキャッシュ・フロー、合計で９,６０７万円 

 ２ 投資活動によるキャッシュ・フロー、合計でマイナス２５２万２,０００円 

 ３ 財務活動によるキャッシュ・フロー、合計でマイナス７,０３４万９,０００円 

 資金増加額が２,３１９万９,０００円 

 資金期首残高が１,６６４万４,０００円 

 資金期末残高が３,９８４万３,０００円 

 続きまして、４ページから６ページは給与費明細でございますので、後ほどお目通

しください。 

 続きまして、７ページをお願いします。 

 債務負担行為に関する調書でございます。 

 簡易水道事業基本計画等策定業務委託事業につきまして、令和６年度から７年度に

かけて２,３００万円の債務負担行為を設定し、業務を進めているところでございま

す。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 令和６年度和束町簡易水道事業予定損益掲載書でございます。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １ 営業収益から２ 営業費用を差し引いた営業利益がマイナス７,９６０万９,０

００円。 
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 さらに営業利益から３ 営業外収益と４ 営業外費用を差し引いた経常利益が６４

０万７,０００円となります。 

 ここから５ 特別損失４８５万４,０００円を差し引いた令和６年度純利益が１５

５万３,０００円となる見込みです。 

 続きまして、９ページ、１０ページは、令和６年度末時点の予定貸借対照表となっ

ておりますので、後ほどお目通しください。 

 １枚おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページは令和７年度末時点の予定

貸借対照表となります。主なもののみとさせていただきます。 

 資産の部 

 １ 固定資産、（１）有形固定資産、合計で２２億９,８６１万円、（３）投資、

イ 基金１,５０５万５,０００、固定資産合計が２３億１,７９０万２,０００円。 

 ２ 流動資産、（１）現金預金３,９８４万３,０００円、流動資産の合計が５,９

２６万円、資産合計２３億７,７１６万２,０００円。 

 １２ページに移りまして、負債の部。 

 ３ 固定負債、（１）企業債、合計で９億３,３７２万１,０００円、固定負債の合

計、同額の９億３,３７２万１,０００円。 

 ４ 流動負債、（１）企業債、合計で１億３,９０万円、（２）未払金３,８１１万

４,０００円、流動負債合計１億７,８１１万９,０００円。 

 ５ 繰延収益、合計で１０億４,７０１万３,０００円。 

 負債合計が２１億５,８８５万３,０００円。 

 資本の部 

 ６ 資本金、１億６,８０６万７,０００円 

 ７ 剰余金、合計で５,０２４万２,０００円 

 資本合計２億１,８３０万９,０００円、負債資本合計は資産合計と一致するもので

ございます。 
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 １３ページから１４ページは注記表でございますので、後ほどお目通しください。 

 以上、令和７年度簡易水道事業会計予算の説明とさせていただきます。 

 引き続き、議案第９号の説明をさせていただきます。 

 議案第９号 

令和７年度和束町特定環境保全公共下水道事業会計予算 

（総  則） 

 第１条 令和７年度和束町特定環境保全公共下水道事業会計予算は、次に定めると

ころによる。 

（業務の予定量） 

 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）接続戸数       ７２５戸 

 （２）年間有収水量     １９万９,７５３㎥ 

 （３）主な建設改良事業 

   （イ）町道中溝学校線改良工事に伴う下水道管設備等工事 １５０万円 

   （ロ）マンホールポンプ等水位計修繕工事        ２５０万円 

（収益収入及び支出） 

 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  なお、営業費用中、地方公営企業法適用に要する経費の財源に充てるため、企業 

債１６０万円を借り入れる。 

           収     入 

   第１款 下水道事業収益     １億７,７１１万１,０００円 

     第１項   営業収益    ２,８５３万６,０００円 

     第２項   営業外収益   １億４,８５７万５,０００円 

           支     出 

   第１款 下水道事業費用     １億７,６０２万５,０００円 
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     第１項   営業費用    １億５,５１８万６,０００円 

     第２項   営業外費用   ２,０３３万９,０００円 

     第３項   予備費     ５０万円 

 おめくりください。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収額が資本的支出額に対して不足する額３,９３２万９,０００円は、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２２万６,０００円、過年度分損益

勘定留保資金６６８万２,０００円、当年度分損益勘定留保資金３,２４２万１,

０００円で補てんするものとする。 

            収     入 

   第１款 資本的収入       １億８８１万６,０００円 

     第１項   分担金     ２０万円 

     第２項   負担金等    ２５０万円 

     第３項   企業債     ５,９５０万円 

     第４項   他会計出資金  ４,６６１万円６,０００円 

            支     出 

   第１款 資本的支出       １億４,８１４万５,０００円 

     第１項 建設改良費     ５１７万９,０００円 

     第２項 企業債償還金    １億４,２４６万６,０００円。 

     第３項 予備費       ５０万円 

（企業債） 

 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順に説明いたします。 
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 資本費平準化債、５,９５０万円、証券借入れなどは証券発行、年５.０％以内（た

だし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、

利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法：政府資金

については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するもの

による。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還

もしくは低利に借換えすることができる。 

 公営企業会計適用債、１６０万円、起債の方法、利率、償還の方法については先ほ

どと同様でございますので、省略させていただきます。 

（一時借入金） 

 第６条 一時借入金の限度額は１億円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

     （１）営業費用と営業外費用、特別損失 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

 第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

     （１）職員給与費      １,４３９万３,０００円 

（他会計からの補助金） 

 第９条 特定環境保全公共下水道事業会計が一般会計から補助を受ける金額は、９,

５０５万８,０００円である。 

                          令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

                          和束町長 馬 場 正 実 

 続きまして、予算に関する説明書 資料Ｎｏ.９をお願いします。 
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 １ページ、２ページは議案書と重複いたしますので、少しページをおめくりいただ

きまして、１５ページをお願いします。１５ページでございます。 

 令和７年度和束町特定環境保全公共下水道事業会計予算内訳書 

 収益的収入及び支出 

 収入 

 款、項、目、節、金額の順に説明させていただきます。主なもののみとさせていた

だきます。 

 下水道事業収益、営業収益、下水道使用料２,８４９万９,０００円。 

 同款、営業外収益、他会計補助金９,５０５万８,０００円、他会計負担金１,２５

６万９,０００円、長期前受金戻入４,０９４万１,０００円。 

 １６ページでございます。 

 支出 

 下水道事業費用、営業費用、管渠費５８６万６,０００円、修繕費で２２０万円、

動力費で２５０万円。 

 同款、同項、処理場費３,８１３万４,０００円、委託料３,１３３万４,０００円、

修繕費２０５万６,０００円、動力費で４２０万円。 

 おめくりください。 

 同款、同項、総係費３,１３３万８,０００円。内訳といたしまして、給料で６７９

万３,０００円、委託料で１,５７６万円。 

 同款、同項、減価償却費７,９７９万８,０００円。 

 同款、営業外費用、支払利息及び企業債取扱諸費、企業債利息１,８２３万９,００

０円。 

 おめくりください。続きまして、１９ページです。 

 資本的収入及び支出 

 収入 
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 同じく、款、項、目、節、金額の順に説明させていただきます。 

 資本的収入、企業債、５,９５０万円。 

 同款、他会計出資金、４,６６１万６,０００円。 

 続きまして、支出でございます。 

 資本的支出、建設改良費、管渠改良費、工事請負費で５００万円。 

 同款、企業債償還金で１億４,２４６万６,０００円。 

 予算内訳書は以上となります。 

 ページを戻っていただきまして、３ページをお願いいたします。３ページでござい

ます。 

 令和７年度和束町特定環境保全公共下水道事業 

 予定キャッシュ・フロー計算書です。 

 各項目の合計のみ説明させていただきます。 

 １ 業務活動によるキャッシュ・フロー、合計で５,６４２万５,０００円。 

 ２ 投資活動によるキャッシュ・フロー、合計でマイナス２２５万４,０００円。 

 ３財務活動によるキャッシュ・フロー、合計でマイナスの３,４７５万円。 

 資金増加額、１,９４２万１,０００円。 

 資金期首残高、１,３１４万１,０００円。 

 資金期末残高、３,２５６万２,０００円。 

 続きまして、４ページから６ページは給与費明細でございますので、後ほどお目通

しください。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 令和６年度和束町特定環境保全公共下水道事業予定損益計算書でございます。主な

もののみとさせていただきます。 

 １ 営業収益から２ 営業費用を差し引いた営業利益がマイナス１億７８０万８,

０００円。さらに営業利益から３ 営業外収益と４営業外費用を差し引いた経常利益
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が１０３万３,０００円となります。ここから５ 特別利益６９万２,０００円を加算

し、６ 特別損失１０５万２,０００円を差し引いた令和６年度の純利益が６７万３,

０００円となる見込みです。 

 １枚めくっていただきまして、９ページ、１０ページは令和６年度末時点の予定貸

借対照表となっておりますので、後ほどお目通しください。 

 続きまして、１１ページ、１２ページは、令和７年度末時点の予定貸借対照表とな

ります。主なもののみとさせていただきます。 

 資産の部 

 １ 固定資産、（１）有形固定資産、合計で２７億３,４４７万８,０００円、固定

資産合計２７億３,５２３万３,０００円。 

 ２ 流動資産、（１）現金預金３,２５６万２,０００円、流動資産の合計３,９８

０万８,０００円。 

 資産合計２７億７,５０４万１,０００円。 

 １２ページです。 

 負債の部 

 ３ 固定負債、（１）企業債、合計で１１億２,３１０万８,０００円、固定負債の

合計が同額の１１億２,３１０万８,０００円。 

 ４ 流動負債、（１）企業債、合計で１億４,９５４万３,０００円、（２）未払金

２,２５９万４,０００円。 

 ５ 繰延収益、合計で１１億９,１１１万７,０００円。 

 負債の合計は２４億８,７５２万９,０００円。 

 資本の部 

 ６ 資本金９,１５５万５,０００円 

 ７ 剰余金で合計で１億９,５９５万７,０００円。 

 資本合計２億８,７５１万２,０００円。 
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 負債資本合計は資産合計と一致するものでございます。 

 １３ページから１４ページは注記表でございますので、後ほどお目通しください。 

 以上、令和７年度特定環境保全公共下水道事業会計予算の説明とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 以上で、理事及び各課長による令和７年度予算についての説明が終わりました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時２５分まで休憩いたします。 

休憩（午後２時１６分～午後２時２５分） 

○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 これから質疑を行いますが、質疑につきましては、最初にページと項目を述べてか

ら質問していただきますよう、よろしくお願いいたします。それと、お一人２０分、

そして７問以内ということをお守りいただきたいと思います。 

 それでは、質疑を行います。 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 それでは、私のほうから質問させていただきます。 

 一般会計の７４ページ、いろいろな委員の皆さんが過去に一般質問で提案されてき

たシルバー人材センターについてお尋ねしたいと思います。 

 所管は福祉課ですね。まずこの事業はどのような活動で、この活動範囲はどれぐら

いのものであるか、それについてお聞きしたいです。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 井上委員のご質問にお答えさせていただきます。 
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 活動範囲というのは、場所また地域のことという捉え方をさせていただきまして、

和束町内全域というふうに考えているところでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 この事業の申込みはどこへ申し込まれたらよろしいのですかね。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 これにつきましては、まず令和７年度当初にシルバー人材センターの設立準備のほ

うをさせていただきまして、その準備の中でできました事務局のところに申し込んで

いただくという想定をしておりますが、まだこれから準備段階で進めていくことでご

ざいますので、実際にはどちらでというのは、まだ事務所等々の構える位置とかも決

めておりませんので、今のところ想定しているのは、センターができてからセンター

の事務局ということでお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 大体のところで結構ですけれども、初年度はどれぐらいの人数を見込んでおられま

すでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 
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 この人数につきましては、まず協力してくださる労働者の方の登録にもよってくる

と思いますので、まだ正確に人数を見込むというところまでは至っていないところで

ございます。まずは設立準備、その中で一定想定していきたいと考えているところで

ございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 やはりこれこういう仕事をしていただく場合は、報酬いうものがあると思います。

報酬はどれぐらいの、どういう形で見込まれているか。例えば、時間給はどれぐらい

であるかとか、そういうところをどのように考えておられるんでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、答えさせていただきます。 

 まず、シルバー人材センターの労働される方につきましては、労働の賃金という形

を想定させていただいております。その中で、その労働の内容によって単価とかも変

わってくるということでございますので、まずは設立準備した中で、肉体労働系、例

えば想定されますのが草刈り等々の関係、また、家の中での軽度の修繕等々によって

単価等々も変わってきますので、そちらのほうは、また設立準備の段階で決定してい

きたいと思います。 

○委員長（村山一彦君） 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 今年１年でね、どれぐらいのいわゆるその人件費とか、その諸経費を全部見られて

るんでしょうか。一応、補助金として２７６万２,０００円あるんですけども、それ
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以外に人件費がかかってくると思いますけれども、これについてお答えをお願いでき

ますでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 現在、今回上程させていただいております補助金につきましては、シルバー人材セ

ンターを多分今年の後半期で設立をする予定で、おおよそ半年分というような形状の

仕方をしております。また、この中での人件費につきましては事務局体制での人件費

ということで、労働に登録していただきます方につきましては、その労働に応じた報

酬を人件費に充てる想定しておりますので、ここにつきましては事務局体制でのもの、

またこの補助金の中には備品等々当初に初期にそろえなければいけないもの、それの

分の金額も含まれているものでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ５番、井上委員。 

○５番（井上武津男君） 

 ありがとうございます。 

 それと、こういう労働をする場合にはやはり保険が必要になってくると思いますけ

ど、保険についてはどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 これにつきましては、例えば今現在、軽度生活等々の援助サービスで社会福祉協議

会とかやっておられます等々につきますとボランティア保険等になってきますが、今
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回のシルバー人材センターにつきましては労働ということですので、それ相応に応じ

た保険のほうを検討しているところでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 井上委員、最後です。 

○５番（井上武津男君） 

 ありがとうございます。 

 長らくこれを待ち望んでおられる方々がおられますので、ぜひこの活動を長く続け

られるように町長よろしくお願いいたします。 

 以上、私の質問を終わります。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それでは、私のほうから何点か確認をさせていただきたいと思いますが、まず、一

般会計の説明書３６ページでございます。 

 ここに地域おこし協力隊事業費というのが計上されております。先日のこの議会の

中でもあったかと思いますが、今年１月に、協力隊の方がお一人退職され、また、こ

の３月末で残りのお二人、任期満了ということで協力隊の活動を終了されるというこ

とをお聞きしております。次年度の採用予定者、また採用を予定されている業務とい

いますか、そういうものが分かれば答弁いただきたいんです。 

○委員長（村山一彦君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 髙山委員のご質問にお答えを申し上げます。 

 募集をしております分野ですけれども、三つの分野で募集をかけております。 

 まず、インバウンド需要に対応したまちづくりに取り組む方、それから、２番目が
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スポーツを通じた地域活性化に取り組む方、３番目が農業の活性化に取り組む隊員と

いうことで、三つのテーマで募集をしたところでございます。現在、１名の方がお申

込みをいただいておりまして、間もなく面接をさせていただくような予定をしており

ます。 

 それ以外に、今年度、令和７年度につきましては、分野は三つと申し上げましたけ

れども、予算上はお二方を採用させていただくような経費を計上しておりますので、

引き続き募集をかけていきたいというふうに思っております。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 分野として３分野で、予算としては２名分ということでございます。これにつきま

しては今後のこの応募状況によって予算的な分ですね、補正なりという考えですかね。 

○委員長（村山一彦君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 テーマは三つ設けてございますけれども、募集としましては２名分というふうに考

えております。 

 今後につきましては応募の状況を見ながら考えていきたいというふうに思っており

ます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 インバウンド対応であるとか、スポーツであるとか、そういった専門的な分野の部

分もあるのかなというふうに思います。当然、応募される方につきましては、それぞ

れのそういった専門的な方もおられるのかなというふうに思いますから、応募された
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方をですね、採用に当たっては、やはりその方の持っておられるスキルを十分発揮し

ていただけるような形で検討いただきたい。せっかく和束で何とか頑張ろうというこ

とで来ていただけるわけですから、末永く町内で暮らしていただいて、また、まちづ

くりに参加をしていただくいう形で進めていただきたいと思いますので、そこはよろ

しくお願いいたします。 

 次に、３８ページです。移住・定住促進事業費でございます。 

 これは先日の一般質問の中にも他の議員の中でもございました。私も移住・定住促

進として１２月議会の一般質問のほうをさせていただいております。その際、今２月

２４日にトンネルが開通して、宇治田原、城陽方面、宇治方面も非常に近くなった。

その中で、宇治田原に勤めておられる方も多くおられるわけですし、そういった方の

住宅として、この１２月議会では府営住宅を和束町の中に誘致して、そういった形の

近隣の労働者の方の住宅ということでできないかということで質問をさせていただき

ました。 

 また、その中で、町長のほうからは、転出を止めるまちづくりをしていきたいとい

う答弁がございました。そういう中で、なかなか民間の住宅を建設していただくとい

うのは非常に難しい問題もございますから、やはり府営住宅を町内に建設を要請いた

だいて、そして、今の減、住民の方の転出防止、また、新たに近隣の企業で働いてお

られる方の住宅としてそういった形を取れないかなというふうに考えていますが、そ

の辺り、町長いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 ただいまの髙山委員の質問にお答えさせていただきます。 

 確かに、今定例会でも住宅に関しての質問もございましたし、それに対する対応と

いうのも何らかの形を考えていかなきゃならないというようには思っております。た
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だ、私も現職時代にいろいろ調整はやらせてもらったんですけども、結局、府営住宅

につきましても、民間住宅につきましても、基本、所得で家賃が決まってくるという

ことがありまして、なかなかその辺のことでいいますと難しい部分があったりとか、

実際、木津川市のほうに府営住宅を建設したときに、和束町でもできないかという話

を聞きに行ったこともあるんですけども、戸数とか、それから人口とか、交通の面で

どうというような話があったりしまして、府営住宅が簡単にここにできるかというと

難しい条件がいっぱいあったのは事実です。それも含めまして、・・・当然開きまし

たので、それも含めて、今後またいろんな調整を府ともさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 １月に議会のほうで管外研修へ行かせていただきました。和歌山県の印南町のほう

へ行かせていただいて、移住・定住の関係で取組状況を見させていただきました。 

 その中で、例えば、日高川も行かせていただいたんですが、日高川では農林業従事

者向けの県の雇用住宅ですね、これを町のほうで管理をされてるんですが、建てるの

は県のほうで建てられている。また、印南町では賃貸住宅の家賃助成というのもされ

ているということなんですね。これは民間住宅の賃貸の家賃支援ということでござい

ます。 

 １２月のときもそうでしたが、今も町長からは、給料に応じた家賃になるというこ

とで、非常に難しいということでございましたが、こういう印南町の取組を考えてみ

ますと、やはりそういった家賃の補助をしていくことで府営住宅に入居することは可

能ではないのかなというふうに考えますが、その辺りも含めて、今後、強く京都府の

ほうと協議をしていただけたらなと思いますが、再度お願いできますか。 

○委員長（村山一彦君） 
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 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 髙山委員の質問に答弁させていただきます。 

 私、個人的な意見も含みますので、その辺はご理解をお願いいたします。 

 家賃補助という考え方が飛躍し過ぎていると思いますので、私は考えておりません。

ただ、その部分を子育て支援のほうで何とかできないかというのは、今後、方向性を

考えるべきだと思ってます。そうすると、住宅自身も、家賃の補助をするんじゃなく

て子育て支援のほうに補助をしてあげることで、今の和束におられる方がそのままそ

こに住んでいただけるとか、自分で家を建てる持家を建てるとかということもできま

すので、そっちの方で何か検討できないかというのは今調べていますので、また何か

出てきたらそれについて対応したいと思います。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 町内におられる方もそうですし、また町外から移住していただきやすい環境をぜひ

整えていただきたい。なかなか空き家だけでは対応できていない状況がございますの

で、そこはしっかりと今後考えて進めていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、７６ページでございます。 

 これにつきましても１２月議会でお話をさせていただきました。本町の訪問介護事

業が非常に厳しい。国の介護報酬が減額されて非常に厳しいという状況はございます。

そんな中で、先ほどもありましたが、社会福祉協議会のほうでは軽度生活支援である

とか、サービス事業であるとか、そういったことも含めまして、非常に、運営する中

で厳しい状況にあるというふうにもお聞きしております。このところをどのようにお

考えなのか。 
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 １２月の議会の際には町長からは、しっかりと吟味しながら、必要なものはできる

限り支援していきたいというご答弁をいただいています。今回の当初予算の中にこの

部分は含まれているのかどうかをご答弁願いたい。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 髙山委員の質問に答弁させていただきます。 

 基本的には、現状の維持を最低でもやっていきたいというふうに思っています。た

だ、いろいろと情勢は変わっておりまして、その中でどう具合に対応していくかとい

うのは、今、若干、内部調整をしているところです。それも含めまして、今後できる

ことであれば新年度早々とはいきませんけども、できるできるだけ早い時期に、一定、

その辺については整理したいと思っておりますので，よろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 今の当初予算上は現状ということでございます。ただ、やはり全国的に見ましても、

訪問介護事業が非常に厳しく、廃業されるというか、撤退されているような事業者も

多くおられるというふうにお聞きしておりますので、本町のそういった訪問介護事業

がやはりしっかりと継続していけるような形でぜひ検討いただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、介護保険の説明資料の１３ページ、居宅介護サービスの減額というのがある

んですが、１,２００万円減額されていることになっています。昨年比で削減されて

いると。１,２００万円は大きな金額かと思いますが、この削減の要因というのは何

かお答えいただきたいと思います。 

○委員長（村山一彦君） 
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 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 髙山委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 この減額につきましては、予算編成時までの令和６年度の実績を基に計算させてい

ただいているものでございます。 

 この主な要因といたしましては、やはり在宅でのサービスが当然減ってきた施設志

向ということでもなく、訪問介護なり、ヘルパーなりというところの一定の調整の加

減かと思われます。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 髙山委員、最後です。 

○４番（髙山豊彦君） 

 分かりました。 

 ただ、介護サービス事業は全体的に減少しているという状況なのかなというふうに

お聞きしました。 

 それでは次に、一般会計の説明資料１３０ページです。 

 防災行政無線整備事業ですが、今回大きな金額で予算化されております。この防災

行政無線の整備事業の内容ですね、それぞれの家庭にある今の無線が非常に聞き取り

にくいとか、いろんなお声を住民の方から聞いております。ですから、それも含めて

今回更新されるのかどうか、その辺りもご答弁いただきたい。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 髙山委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 こちらの更新事業につきましては、現在、親局の設備、また送信・再送信の子局の
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設備、子局の設備の更新ということでございます。今、皆様にお配りさせていただき

ます戸別受信機につきましては、現状のまま使っていただくということで今のところ

は計画させていただいているところでございます。 

 なお、親局の設備については平成２６年に整備させていただきまして、約１０年た

っているところでございます。今回更新させていただくにつきましては、親局の設備

の補修ができないということでございますので、新たに更新工事をさせていただくと

いうものでございますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、よろしくお願いします。 

 まず、歳入の関係で一般会計の１ページのとこで少しお聞きしたいと思うんですけ

ども、それを見ますと、例えば、地方交付税が１９億２,１２６万円、それから国庫

支出金が３億１,７８２万６,０００円ということで、いわゆるこの二つで２２億３,

９０８万６,０００円ということで、歳入の３９億９,１３０万円のうち、これだけで

５６％を占めているということであります。町税自身は令和７年度の当初で３億６,

０００万円弱ということで、昨年の当初よりも２,２００万円ほど増額にはなってお

りますけども、ただ、やはり歳入の中の内訳からすれば１割を占めないという意味で

は、引き続き、自主財源が大変厳しいということもありますし、また、国・府の財源

に一定頼らざるを得ないという状況が続いていることは明らかだというふうにこれを

見て思っております。 

 そこで、町長にお聞きしておきたいんですけども、今言いましたように、やはり特

に国の予算の在り方、また使い道次第で大きく町財政というものが左右されていると

いうふうに思います。ところが、先日の一般質問でも触れましたけども、今、国会で

審議されております来年度の国の当初予算ですね、この前も言いましたように、いわ
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ゆる防衛費だけが大変突出した予算になっていると。いわゆる前年度の物価上昇率と

いうのは２.７％ですけども、防衛予算だけが９.５％ということになっております。

しかし、ほか、社会保障が１.５％、文教価格が１.４％、公共事業が０％、中小企業

関係が０.１％、食料安定供給、いわゆる農業関係の予算はマイナスになっていると

いうような、ほかについては大変厳しい予算になっております。 

 これですと幾らある程度の防衛予算が仮に必要だとしても、せめて他の予算も物価

上昇率ぐらいはクリアしていかないと、防衛とか言う前に国民生活が成り立っていか

ないと。ひいてはこの和束の町民の暮らしやなりわいも成り立っていかないというの

が今国の予算の在り方だというふうに思うんですね。 

 ですから、町長にお聞きしておきたいのは、やはりそういう意味では、ある程度の

防衛予算が仮に必要だとしても、せめてほかの分についても、前年の物価上昇率を上

回るような予算編成じゃないと、地方財政としても、令和７年度の財政運営について

も大変厳しい状況になってくることが予想されるというふうに感じておりますが、そ

ういった意味では、その部分についてはしっかりと国にも要望していただく必要があ

ると思うんですけども、町長のご認識はいかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 岡本委員の質問に答弁させていただきます。 

 私も、先ほど担当課長が説明している中で計算していました。確かに、本年度の３

９億円の予算に対して町民税が９％しかないということでございます。これに併せま

して、４８％の地方交付税に頼るというような状況で、これだけでも見てみれば５

０％を超える５７％と。あわせて、国庫補助事業が７％しかないということになりま

すので、これを考えますと、確かに和束町の財政というのは、物すごく国に、もしく

は府にお願いをしている部分が大きくあると思います。これに対しましては、私ので
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きる範囲の政治力も含めまして、お金をもらいに行くというようなことを何とかもう

少し頑張らなければならないということと、あわせて、しっかりと補助事業で取りに

いく。そして、うちの財源をできるだけ使わずして、国庫のお金で仕事をしていける

ような考え方で職員一丸となって頑張りたいと思いますので、ご理解のほうをお願い

いたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 ぜひ、それはそれで頑張っていただきたいと思うんですけども、やはり今度の今の

国の予算の在り方でいえば、先ほど言いましたように、いいとか悪いとか、また政治

的立場は別にしても、明らかに防衛予算の突出というのがほかの予算を圧迫している

というのは、事実の問題として明らかだと思うんですね。ですから、そこをしっかり

と抑制をしていただくということが、いろんな補助を取っていく上でも、また、よく

町長が言われるような、例えば、いろんな給付金の財源になるような、いわゆる地方

への財源といったものを確保していただく上でも、やはりそこは避けて通れないと思

いますので、そこはぜひ住民の立場に立って、町長として要望していただきたいとい

うふうに思います。 

 次に、もう一つ歳入の関係で１９ページになりますけども、いわゆる繰入金の関係

です。 

 そういった厳しい状況も反映してだと思いますけども、今回、財政調整基金を２億

７,０００万円ほど取り崩されまして、繰り入れておられます。昨年度も当初で約２

億１,０００万円ほど取り崩しておられたわけですけども、昨年以上の取崩しになっ

ております。 

 新聞報道にもありましたけども、和束町としては、いわゆる大型事業が一定終了し

て予算規模は減額になるという中ではありますけども、それでもやはり多額の基金を
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当初から取り崩すという編成になっております。その辺、なぜこうなっているのか原

因ですね、それから２億７,０００万円ほどの基金というのがどういう事業に配分さ

れているのか、その辺説明いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては先ほど町長も答弁させていただきましたとおり、交付税に頼

らざるを得ない状況で、現在、和束町は運営しているところでございます。また、財

政調整基金が昨年度より約６,０００万円ほど今回取り崩させていただくというとこ

ろでございますが、やはりそのことを踏まえまして、各課からの事業等予算を精査し

ましてでも、財政調整基金を取り崩しながら予算編成しかできないという厳しい財政

状況でございます。こちらにつきましては、先ほど町長からも申し上げましたように、

交付税をいただけるということで、その分、今回につきましては地域手当、給与のア

ップデート等ございましたので、その部分も算入されながら予算を編成させていただ

いたということでございます。 

 財政調整基金につきましては、この事業のためにこの分を取り崩したというような

ものではございません。やはり年間を通しまして予算が組めなかったというところで、

使途につきましては自由に使えるというところでございますので、ご理解いただきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる必要な予算という意味であれば別に必要だとは思うんですけども、ただ、

やはり自由に使える予算ではあるとは思いますけども、一定、３億円近い規模ですか
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ら、それは何が必要になっているのかということがあると思いますので、そこはぜひ

また、できるだけ明らかにしていただきたいというふうに思います。 

 それで、本論に入っていきますけども、新年度の予算で一番の力点というのは、こ

の前の山本議員の一般質問の中で、何に力を入れられるのかというような質問があり

ましたけども、町長はそのとき、全てが重点みたいな一般的な答弁をされていました

けども、令和７年度の今の現時点で何を置いても町として取り組んでいただかなくて

はならないのは、物価高騰対策だと思うんですね。 

 先日、町長の給与や私たちの議員の報酬を物価高騰というものも理由にして引上げ

を行わせていただいたという以上は、住民生活やなりわいへの支援についても、物価

高騰をやはり上回っていくような支援をしていく必要があるということをぜひ基準に

置いていただきたいと思うんですが、そこで町長にお聞きしておきますが、この当初

予算の中で、物価高騰から暮らしや生業を守るという意味での予算ですね、事業とい

うのは何なのか。 

 いわゆる地域ポイントは令和６年度の事業ですから、繰り越しただけですから、純

粋に令和７年度の当初予算としてこの問題にどう取り組んでおられるのか、その辺、

具体的に答弁いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 答弁させていただきます。 

 先ほど総務課長も答弁しましたけども、基本的に今、財源として充てられるのは国

からの補助金等々のお金です。それに対してどれだけのお金が出てくるかということ

と、あとは目的を合わせた起債です。これについても和束町の町債を発行するだけで

１２％の当初予算で発行しています。そういう中でどれだけのことができるかという

ことでございます。 
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 令和７年度について、どの事業が大事か、どの事業が大事でないかというのは、先

日の山本議員の一般質問の答弁をさせていただいたとおりですので、私としては全部

という言い方しかできないと思ってます。 

 ただ、その中でも、個人的にも含めて思っておりますのは、やはり今つくりました

「ｃｈａｎｏｖａ」のワンストップ化です。高齢者も含めた福祉の部分については、

うまくこの施設を運営しながら、住民の方に潤っていただくと、気持ち的に楽になっ

ていただけるような施策が一番かなと思っております。それは特に和束町の高齢者が

かなり多い中で、そういうことに対して対応したいと。 

 それと、併せて、公共交通ができる限りの利便性がよくなるようにということと、

それと一つは、インフラが整備されてきているのに合わせて、今後残っているインフ

ラ、結構ロスがある部分が見えてきましたので、それをしっかりと整備していきたい

というふうに思っておるんで、そういう答弁をさせていただきます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 町長ね、この間から、よく個人的にとよく言われますよね。町長は公の方ですから、

しかもここでしゃべる以上は全て町長として答弁しておられるというふうになります

ので、そこはぜひちゃんと分けまえていただきたいというふうに思います。 

 その上で、今とにかく全てなんだという話もありましたけども、物価高騰というの

は、本当にこの３月、４月もいろんなものが上昇していくと。今お米さえも安定して

手に入らないというような状況がある中で、本当に物価高騰からどう暮らしを守って

いくのかということは、何を置いてもやはり町として取り組んでいかなくちゃならな

いと思うんですね。その上で、この前の一般質問でも言いましたけども、町としてそ

れができる対策というのは、やはり公共料金を上げないということや、負担を軽減す

るということが最大の、また最良の支援になると思うんですね。その中でも最も効果
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があるのが上下水道料金の減免だというのは、やはり改めて述べたいと思うんです。 

 この間、交付金でも採用されませんでしたし、当初予算でもされておりません。な

ぜ、実施されないのか。町長は少なくとも１２月の時点では、選択肢の一つだと言わ

れたんですよ。なのに全くされようとしない。その辺、なぜなのかお答えいただきた

いんですが、例えば、基本料金を今、消費税込みで２,２００円ですけども、１か月

免除の必要経費というのは大体３５０万円ぐらいだと思います。例えば、利用が増え

る暑い時期ですね、夏季の６月から９月とか、４か月もしやった場合で大体１,４０

０万円ぐらいでできると。基金の問題でいえば、今回の取崩しで６億７,５００万円

が残というふうになっておりますけども、１,４００万円というのはそのうちの２％

ぐらいなんですね。ですから、それはそれで十分可能だというふうに思います。 

 あと、汲取料金についても令和７年度の１０月から値上げするということで一般質

問でも補填すべきだということを言いましたけども、補填したとしても５０万円程度

だというふうに伺っているんですね。これは町の財政からすれば、ほぼ誤差の範囲で

すよね。ですから、やはりこういうときに公共料金に関わる負担増というものはすべ

きじゃないし、少しでも減らしていくという意味では、水道料金の減免や汲取料金の

値上げの補填というのは、最低でも令和７年度にしていただく必要があるというふう

に思うんですけども、その辺を改めて町長に、なぜそれをされないのか、何が困難な

のかも含めて答弁いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 確かに、公共料金の減免というのはいろんな方法があろうかと思ってはいます。た

だ、私が公共料金の減免に手を出さない理由の一つは、個人的に使われる水の量が全

然違います。それに対して多く使われる方に関して多くいってしまうとか、少ない人
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は少なくいってしまう、これは基本料金をどうこうすればどうだという話にはなると

思うんですけども、そういうことをやるよりも、いかに地元のお金を回して、そのお

金からしっかりと税収を得て、それを全体の事業に充てるというような方向性のほう

が考え方としては公平性があるのかなというのが私の考え方です。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる多く使っておられる方は多く追加料金を払っておられるわけですよね。や

はり基本料金に収まるような方というのは、一人暮らしの高齢者であったりとか、そ

ういう大変しんどい方というのが多いというふうに思うんですよね。そういう点で言

えば、公平性云々というふうに言う前に、やはり水というのは前から言っております

ように、その生きていく上で不可欠なものなわけですよね。ですから、この物価高騰

の中で水ぐらいは、本当に料金を少しでも下げて安心して使えるようにしていくとい

う意味で、１年間とは言わないけども、せめてやはり夏、暑い最中に猛暑の中で、無

理に水を節水するとかいうようなことがないように、せめてその辺りについては減免

していくということぐらいは町としてやっていただく必要があると思うんですよね。 

 さっきも言いましたように、財源的に特に無理があるわけでもありませんし、全て

の方に恩恵があるわけですから、そこはやはり検討していただく必要があるんじゃな

いかというふうに思うんですけども、それをもう一回答弁いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 平成２９年ぐらいの話に戻りますけども、当初の計画の中で料金改定を行うに当た

ってどういう計画をしていくかというと、今で言いますと平成３７年ぐらいには、１

億８００万円から１億１,０００万円ぐらいの収入がある予定で計画をしておりまし
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た。その中でいいますと、今ですら確実に今の投資分が足らなくなっているという部

分がございます。これについては、誠に申し訳ないんですけども、住民のご理解を願

いながら一定の料金収入を確保していきたいというのが現実でございます。そういう

意味でいいますと、公共料金を下げるということも一つの手段でありますけども、そ

うじゃなくて、どこかからそのお金をできるだけ見いだしてくる。それと併せて、ま

だ十分に行ってないのは、西部地区の水源をどれだけ直せるかというお金がかかりま

す。ここの部分も含めますと、今そこに充填するのはなかなか難しいのかなと。 

 併せまして、下水もそうです、下水につきましても下水の計画地内の方でまだ下水

を接続されておられない方がいると。これは投資したものに対して、それに住民の方

が協力してもらってない部分もあったりもしますので、この辺も含めた中で、しっか

りと啓発しながら、今ある施設をしっかり使ってもらいながら、それで経費が下がっ

ていくんであればいいとは思うんですけども、なかなかそういう状況がまだ循環が和

束町のインフラには出ていないという状況がありますので、これも含めてしっかりと

検討していく時期だと考えております。 

○委員長（村山一彦君） 

 岡本委員、最後です。 

○６番（岡本正意君） 

 私は別に平成２９年の話をしてるんじゃなくて、今の話をしていて、いわゆる水道

料金の値上げも別に誰も多くの住民の方は納得しないまま強行されたというのが現実

なわけですから、やはりそういう中で無理な負担をしていただいていると。今、本当

にそのとき以上に物価も上がって大変なわけですから、まず少しでも負担を減らした

らどうですかということを言ってるだけの話なんで、そこはぜひ正面から答えていた

だきたいなというふうに思いますし、まだ時間がありますから、汲取料金の補填も含

めて今後、重々検討いただきたい。そこは強く要望しておきたいと思います。 

 この関係で最後に、１１３ページの商工費の関係ですけども、いわゆる地域商店の
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ほうも、この物価高騰で大変厳しい状況があると思います。町としては地域ポイント

を使って地域での消費を促していくということで地域経済を支えようというのはある

と思います。それはそれでいいことなんですけども、ただ、やはりこのポイント自身

は商品券も同じですけども、購入される先というのはどうしても偏りが出てしまうと。

そういう意味では、やはり全ての商店がやはり維持されていくという意味では、以前

コロナのときにも少しあったような電気代や燃料費、原材料費など、かなりかさんで

きておられることもありますので、一定の商店を維持していく上での支援金も含めた

直接的な支援がやはり必要になってるんじゃないかというふうに思いますけども、そ

の辺の支援の検討等をぜひやっていただきたいと思いますが、その辺いかがでしょう

か。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 地域ポイントについては、職員のほうが１軒１軒回りながらしっかりと協力者を増

やすという活動をしてくれてます。当初から見ますと倍近くの方が地域ポイントの機

会を使うということになってきています。私もはっきりは確認してませんが、燃料関

係についても、ほぼほぼ町内の方に取っていただいたというふうに聞いています。こ

ういうところにつきましては、私が言いたいのは、和束町が出す交付金については和

束町の中で消費していただくと。それによって全ての方に恩恵があるというような形

に持っていきたいと考えていますので、これについてはそういう形で動かしていきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 
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 お伺いしたいです。３８ページ、下のほうから七、八行目なんですが、わくわく地

方生活生活実現パッケージ事業費て書いてありますけれども、これの内容についてお

伺いできますでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 山本議員のご質問にお答えを申し上げます。 

 わくわく地方生活実現パッケージ事業費でございますけれども、目的としましては、

東京一極集中の是正というもので、東京特区部に在住していた方々、あるいは首都圏

の条件・・地域に在住していた方が、例えば、和束町のほうに移住してこられた場合

ですとか、テレワーク等で仕事を続ける方といった方も対象になるんですけども、そ

ういった方々に対して補助金を交付するというようなものでございまして、府からの

半分の財政支援を受けながら、１世帯につき１００万円を交付するというふうな支援

金でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 次に、１４ページの上の方、地方創生推進交付金で大阪・関西万博の事業というこ

とであるんですけれども、来月に万博も始まるということで、和束を含め京都府の何

らかの展示というのが万博でもされるかと思うんですが、全くその内容自体がいまだ

によく分からない。どういうものが展示されて、どういうことをアピールしてという

ことが分からないんですけれども、これについて和束町として、例えば町民の方です

とか、山城地域のほうに発信をするとか、また内容も含めてお伺いをしたいんですけ

れども、いかがでしょうか。 
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○委員長（村山一彦君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 ただいまのご質問にお答えを申し上げます。 

 大阪・関西万博なんですけれども、和束町として何かブースを構えるですとか、そ

ういったことは予定はしておりませんけれども、京都府のほうで京都ブースというも

のを設けられます。そこでテーマウィークなどを設けながら、順繰り内容を変えなが

ら出展をしていくということで、京都ブースも入れ替わり立ち替わり、いろんなイベ

ントですとか展示、ワークショップ等が行われるというようなものでございます。 

 それ以外にも関西パビリオンのほうで屋外のステージ、多目的エリアというのがご

ざいまして、そちらのほうでも、順次、出展者が変わりながら展示なりワークショッ

プ等をしていくというようなものございます。 

 そちらのほうに手を挙げさせていただいておりますけれども、まだ時期ですとかは

だんだん絞れてはきていますけれども、内容につきましては今、企画中でございます

ので、その中で特に我々としましては、茶農家ですとか、お茶に関わっている方がぜ

ひ和束茶を現地でまた飲んでもらえたりですとか、そういった和束町のよいところを

ＰＲするような場を設けていきたいということで、それに関する方々につきましてま

た今後ご協力をいただいていくというふうに考えているところです。 

 それ以外にも、けいはんな万博というのが大阪・関西万博と同時期に京阪奈を会場

にして開かれますけれども、そういったものの連携事業なんかも考えているところで、

一つ、けいはんな万博の会場でもブース出展するという企画をされておりまして、そ

れに手を挙げて、一緒になって何かできないかという話をしているところでございま

す。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 
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○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 内容とかこれから詰めていかれるということですけれども、せっかくそういった万

博の機会の中で、京都府の中で和束という町がアピールできるチャンスでもあります。

このいい機会に、和束町というのが、日本国内のみならず全世界にアピールできるよ

うな形を取っていただきたいのとともに、そういったところに和束町は出るんだよと

いうことをもっと広く発信をする、告知をするということが必要だと思います。うま

くいけば、例えばテレビ取材を受けるぐらいの意気込みで発信力を強めるということ

を考えていただきたいというふうに思います。 

 最後、１０８ページになります。 

 この中で前年の同じ年度、第１回のときの予算書なんですけれども、その中に事業

として地域循環型農業推進事業というのがございます。この内容についてお伺いでき

ますでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 山本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 地域循環型の件につきましては、活性化センターのほうで堆肥の事業を行っておる

事業でした。それが今年度をもちまして終了いたしましたので、令和７年度の当初予

算には入っておりません。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 
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 この堆肥の事業というのは、今現在かなり多くの方が、実際に堆肥を作るためのコ

ンポストボックスというのを補助を受けながらもご自身である程度負担をしているも

のです。 

 実は私の家にもこのコンパスボックスが２基ございます。この中で活性化センター

の担当の方がＬＩＮＥでグループをつくられて、この事業を終わりますということを

アナウンスをされました。確かに、それはいろんな予算の都合上で終わるかと思うん

ですけれども、少なからずも、今、和束町で世帯数でいいますと３５世帯、そのほか

未来づくりセンターが主体でこのコンポストを広げるということをされてましたので、

広域募集というのをかけられた関係上、木津川市ですとか奈良市、城陽市、そういっ

たところでもコンポストを持って堆肥事業に協力をしているという世帯が合計で６１

世帯ございます。 

 コンポストボックスもそれ相応の台数があるんですけれども、この活性化センター

がやっている事業ということではありますけれども、活性化センター自体は町の外郭

団体という形になっておりまして、このコンポストボックスを購入されている方に町

として、「終了しますよ」というアナウンスですとか、補助を受けながらも有償で買

っているという方々に対して、町としてのアナウンスは全くなかったことにびっくり

をしておりまして、今まで生ごみを削減するために一生懸命堆肥に変えていると。生

ごみというのはご存じのように環境の悪化といいますか、非常に焼却しにくい、水分

を多く含んだゴミでございますので、それが堆肥に変わるということで、今、この協

力者だけではなくて、かなりファンクラブという形で堆肥の作り方を学びたいという

ような方がネット上でも増えている状況でございます。この事業を続けろということ

ではなくて、非常に大切な事業であったことには間違いなくて、和束町としてこの事

業はＳＤＧｓの一環であって、今後５か年計画の中で、レストランをつくる、食堂を

つくる、そういった計画がある中で、そこから廃棄される生ごみを使って堆肥を作っ

て野菜を育てて、またそのレストランでその野菜を提供するというふうな循環型を考
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えてる中の一環の堆肥事業というふうに捉まえていたんですけれども、町長いかがで

すか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 私もびっくりしているんですけど、誰か辞めるかていう話なんて聞いたことないん

で、あくまでも、うちとしては補助金を終了しただけです。やめるということの話は

うちは考えていませんし、基本的に、何年間か補助金を出して、それで一定の形がで

きて、それができた段階で、補助事業というのはその企業を継いでいくものはござい

ませんので、今の話でいいますと、うちがやめろと、そういうことは一切言っており

ませんので、ただ、５年補助金を出した中で、一定成果が上がって、１軒、堆肥小屋

を造られたということも聞いていますし、それがその後も動いているというのは確認

していますので、うちは補助事業の補助金を止めただけであって、そのコンポスト事

業をやめるという話を一切どこにも出していませんし、補助金がなくなったら事業が

終わるということではないと思います。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 ただ、現実問題、補助金がなくなったので終了するという形になってしまっている

というのは事実です。 

 こういった取組というのは、世界的にも、今いろいろＳＤＧｓというのが騒がれて

いまして、和束町としても、もっと早い段階でこういう堆肥事業をやっているという

ことを役場からもっと発信をすると。ＳＤＧｓに貢献をしている、堆肥を作って、そ

れを循環社会という形をつくって貢献してますよというのが役場としてなぜ発信でき
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なかったのかなと。これだけいい事業をやっているのにどこにも出てないですね。本

当に活性化センターの現場の方が一部発信をしているおられるぐらいで、役場のバッ

クアップは一切なかったんじゃないかというふうに思います。 

 これは今後この町として、そういったいいことをやろうとしている人のバックアッ

プをしてもらえないというふうに思わせる一つの事例ができたのかなというふうに思

います。今後そういったことに関して、もっと町としても、もともと和束町自体は非

常に発信力が弱いと。いいことをいっぱいしているのに外の人は誰も知らないと。下

手すると町の中の人も知らないというようなことが多々起こっております。これは町

としての大きな損失だと思うんですね。もっと発信力を強めて、特にこの４月から機

構改革をされますけれども、相変わらずその発信をするための専門の部隊というもの

もありませんし、相変わらずホームページも総務課でまとめますよという形になって

いる。外への発信力というのを全く考えていないのかというぐらい、非常にレベルの

低いといいますか、外への発信力をもっと効果的に、かつ専門的に出せるような形を

今後取っていっていただければと思います。 

 私は以上で終わります。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それでは、私のほうから、一般会計の説明資料７２ページ、７８ページに関連する

んですが、総合保健福祉施設整備事業、また７８ページの健康福祉交流センター管理

費の関係になるかと思います。 

 今、立派な施設ができまして、住民の方も非常に喜んでいただいているところでご

ざいます。先日も本当にきれいなところだったというお声もお聞きしました。そうい

う中で、何点か不安な部分といいますか、どうするのかというふうに感じているとこ

ろがあるんですが、まず、東側広場につきましては、多目的ホールの下側になります



― 91 ― 

が、健診車等のスペースもありますよね。それと西側につきましては、思いやり駐車

場ということで、連絡通路の下ですね、駐車スペースになっているかと思います。こ

の連絡通路なり多目的ホールを支える柱がそのまま立っている状況になるわけですが、

あそこが例えば、最近よく言われますブレーキとアクセルの間違いでいろんな形で事

故が発生しているというのがあるわけですね。そういったことを防止するための考え

方ですね。例えば、柱の周りに防護柵であるとか、そういったものの予定はないのか

どうか。万が一、柱に直接衝突されると、多目的ホールなんかはあれだけの床面積あ

るわけですから、そこで柱が曲がるとどうなるのかということもあるわけですが、そ

の辺りいかがですか、課長。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 髙山議員のご質問にお答えいたします。 

 柱の養生ということでいろんなご意見もありましたが、現時点では、あのまま運用

させていただくつもりでございます。 

 また、おもいやり駐車場の部分に関しましては、緑の京都府の思いやり駐車場のカ

ラーコーンを置いて対応するというように考えております。 

 ぶつかったときの衝撃等に関しましては特段計算はしておりませんので、状況は分

からないところではございますが、相当大きな衝撃でないと影響はないというふうに

考えております。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 今のところ考え方がないということでございます。ただ、多目的ホールでいろんな
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イベントをされている中で、あの柱に直接ぶつけられて相当な振動が来ると思います

し、音もすると思うんですよ。当然、そういったことを考えると、この住民の方が施

設を利用するのに本当に不安がいっぱいあるんじゃないかなというふうに思うんです

が、その辺りの考えは全くないということでよろしいですか。それとも、今後、状況

を見ながら考えるのか。今の答弁でしたら全くないということですが、その辺りの住

民の方の安全対策をどのように考えているのか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 答弁、一部不備がありましたので、補足をさせていただきます。 

 震度７以上の地震でも柱のほうは大きな変動はないというふうな確認は取れており

ます。また、やはり命を守るという建築でございますので、髙山委員がおっしゃった

ように、何らかの対策をこれからまた考えていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 ぜひそこは考えていただきたいと思います。やはり安心して施設が使用できるよう

に考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 次に、図面をちょっと確認させていただき、また先日、内覧のほうもさせていただ

きました。レントゲン室はつくっていただいているんですが、廊下から直接レントゲ

ン室には入るんですが、中に入りますと窓も何もなく、レントゲン技師の方はどのよ

うにして、同じ部屋に入ったままで機器の操作をされるのかどうか、そういう考えな

のか、それともどのようにされるのかなというふうに感じたんですが、その辺りはい

かがですか。 
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○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 ただいまの髙山委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 放射線室につきましては、操作のスイッチ等が廊下にございます。そちらから窓を

のぞき、中の患者さんに準備をしていただきまして、カーテンを閉めていただいて撮

影をするというような手順で考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 すみません、私、確認不足で申し訳ない。 

 レントゲン室の中に窓があって、廊下から見えるということでよろしいですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 髙山委員お見込みのとおりでございます。出入口の扉に窓があるということでござ

います。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 あと、屋上のほうに立派なこのソーラーパネルがあるかと思うんですね。まず、停

電時はソーラーパネルでためた蓄電池なり、いろんな形で電源を供給されると思うん

ですが、ソーラーパネルで足りるのかどうか、それが不足した場合どのようになるの

か。 
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 あそこについては避難所という機能もあるわけですが、長期ですね、そういった天

候の悪いときに避難所として使用する場合、その電源の供給はどのように考えておら

れるのか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 ただいまの高山議員のご質問にお答えいたします。 

 ソーラーパネルにつきましては、京都府の条例で定められております最小のもので

ございまして、蓄電池も特に今回は設けておりません。晴天時に二つのコンセントが

使える、そういう整備でございまして、大きな停電があった場合にはディーゼル発電

機、これは３日間連続稼働、７２時間連続稼働が可能でございますので、そちらで一

定対応するという形を取らせていただいております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 まず、充電器につきましては、多分、屋上にあるかどうかというふうに思います。

先日、図面をちょっと見させていただいたんです。そうしますと、最初の基本設計の

ときの屋上に上がる階段と実施設計の階段の絵がちょっと異なっているなというのが

ありまして、先日内覧のときに階段のある場所ですね、社協の部屋の奥の倉庫に行か

せていただいたんですが、階段ではなく垂直のはしご状になっているんですね。あれ

では屋上に上がるのに非常に危険だなというふうに感じましたし、高さもかなりある。

私、高所恐怖症でよう上らんかったです。それぐらい高いはしごになっておりますが、

今ありました発電機は３日間使えるということですが、当然これは燃料補給をしに行

かないといけないというふうに思いますが、どのようにして燃料補給をされるのか、

また、ふだんのメンテナンスも含めてですが、あのはしごを上ったり下りたりすると
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いうのは非常に危険だと思いますが、まずの設計が変更になっている部分ですね、建

設委員会に報告されたのかどうか、その中で、変更してされているのかどうか、その

辺り含めていかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 ただいまの髙山委員のご質問にお答えいたします。 

 階段状のものがはしご、垂直状になったと。階段の形状だった頃は傾斜が７０度で

考えておりました。それで何とか現場でならないのかというような話をしておりまし

たが、設備配管と天井の納まり等が上るものに干渉してくるということになりました

ので、一定、材質等は変えず垂直に持っていくというような形で整理をしたものでご

ざいます。 

 また、給油等でございますが、当然、屋上に発電機を設けました関係で給油はあの

はしごの付近を使いまして、ポリタンクを引き上げるような形で給油をしていくとい

うような整理をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 課長、建設委員会に諮ったか。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 特に建設委員会にはお諮りはしておりません。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 髙山委員、最後です。 

○４番（髙山豊彦君） 

 最後ではちょっと厳しいなと思うんですが、建設委員会に諮られてないということ
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で、これは大きな問題だなと思うんですよ。やはり建設委員会の中で承認をいただい

た中で進めていくという事業だと思いますからね、なぜ、そうした変更が課長単独の

判断で、これだけの大きな変更されたのかどうか。垂直で給油タンク、どれだけの大

きさがあるんですか。聞くところによると多分、たしか１,０００リットルですか。

かなり大きなタンクのように聞いたように思いますが、例えばポリタンク１８リット

ルを何杯引き上げるんですか。誰がやるんですか、それを。そういう大きな問題なん

ですよこれ。 

 それと、それを作業しにいく方の安全対策、本当にほそいはしご状でそんなにスッ

スッスッと上れるようなものでもありませんし、屋上で雨が降って、足元がぬれてい

れば滑るような状態ですから、これは本当に危険だなと思うんですよ。ですから、出

来上がったものをこれから階段にせいというのは無理かも分かりません。当然スペー

ス的に、当初考えていた７０度、設計者だったら、当然この階段の場合、角度という

のは基準であるわけですよね。そうすると、どれだけのスペースが必要になるかとい

うのは、当然、設計者なら分かるはずなんですよ。にもかかわらず、他の機器に影響

するからということで設計変更をかけた、この設計者の責任というのも問われるわけ

ですよ。それだけの大きな問題を課長の単独で変更できるとは考えられませんし、そ

れをやったんであれば大きな問題だというふうに思います。 

 ですから、今後それについてどうされるのか、また、これから安全に給油できるよ

うな、そういう形を考えていただかないとと思います。まず最初の答弁、課長お願い

します。それで最後、町長、お願いします。あとどうするか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総合施設整備課長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 髙山委員のご質問にお答えいたします。 

 給油の方法につきましては、また、その場所に電動ウインチ等を設置して、そちら
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を利用して引き上げるという方法もございますので、そういった方法を今後また一定

運用しながら、検証を重ね実施していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 竣工の図面をしっかりと私、見てないんで、上のタンクが何リットルあるのか、そ

れからどういう状況なっているのか、今、答弁を避けさせていただきたいんですけど

も、基本的に下から何らかの形で上げるという方法を取らないと、１,０００リット

ルとなりますと、２０リットルのポリタンク５００杯ぐらいになりますので、それは

難しいと思うんで、ホースか何か使うという方法しかないと考えています。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 まず、６６ページ辺りの関連ですけども、先ほどの物価高騰対策の残りでもう一つ

だけ質問します。 

 今、本当に物価高騰で、先ほどお米さえもという話もありましたけども、実際この

間、本当にお米も町内ではなかなか買い求められないという状況もあって、大変困っ

ているというような声もありました。そういう中で、例えば、社会福祉協議会のほう

では、この間、年に数回程度ですけども、いわゆるフードバンクといいますか、食料

支援の取組をされております。ただこれも数年前にお米を寄附していただいたという

方のお米を元に主にはやってこられたということの中で、これが終われば実際これで

終わってしまうというような状況も聞いております。 

 今、本当にいろんな意味で食料が手に入りにくい。また、貧困世帯というか、大変
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な世帯ほどそういったものを求めておられる状況もありますので、こういった社協が

取り組んでおられるこのフードバンクなどの取組が一定やはり恒常的に取り組んでい

けるように、お米の確保も含めて、町としてもぜひ支援をしていただきたいと思うん

ですけども、その辺いかがでしょうか。課長で結構です。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 支援につきまして、確かに社協がフードバンク的なことは府社協を通じた中でやっ

ておられました。これにつきましてはほとんどが民間の方からのボランティア的な寄

附という形で賄われておられたところでございます。福祉課としましての今、質問さ

れてるというふうに取らせていただきますが、福祉課としては特にこのためだけの動

向というような政策は令和７年度は特に考えておるところではございませんので、社

会福祉全体を通した中での住民様への貢献というふうに考えているところでございま

す。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろん、これは各自治体でも、実際、自治体が食料支援を行っているところもあ

ります。たまたま社協がこの間されているということでしたので、それの自身の運営

が大変厳しいという状況も伺っておりましたので、一応、今、福祉施策の一つとして

どう考えるかということを伺ったまでなんですけども、ぜひここはぜひ状況を見てい

ただいて、それはどこの部署でも結構なんですけども、町としてこういったものへの

支援をぜひ検討いただきたいと思います。 

 次に、８３ページの児童福祉の関係でお聞きしたいと思います。 
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 令和７年度は第３期子ども・子育て支援事業計画の初年度ということになります。

この計画策定に向けて、この間いろいろ取り組んでいただいたわけですけども、この

計画というのは、いわゆる国がこの間こども家庭庁を設置し、子ども・子育て基本法

を制定されたと。その中で憲法と子どもの権利条約を踏まえて施策を進めることとい

うのがうたわれているという中で取り組まれる計画だというふうに思うんですね。 

 ところが、この間、素案のほうとかを見させていただいた中で、このアンケートを

取り組んでおられますけども、肝心の子どもの意見をちゃんと聞くというふうになっ

ていないというふうに思うんですね。これはこども基本法の中で、子ども政策に対す

る子ども等の意見反映ということが法的に位置づけられております。しかも、この計

画のこれ中で、これはいただいたやつですけども、計画の対象ということで、和束町

に居住する全ての子ども０歳から１８歳というふうに書いてあるんですけども、いわ

ゆる中学生とか高校生あたりの声というのは全くここに何も書いてないんですね。で

すからある意味、０歳から１８歳の方の声を聞かないままこの計画をつくられたとい

うのは、これは法的にも今の流れ的にも大変不適切な状況だというふうに思うんです

けども、なぜそのようなことになっているのか、その辺いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 アンケート等につきましては、各ご家庭のほうに出させていただきました。当然な

がらご家庭の中でお子様たちのご意見も聞きながらでの回答であろうという想定の下

でのアンケートを出させていただいたところでございます。 

 また、高校生等につきましては、今現在パブリックコメントも終了しましたが、し

ておりました中でのご意見も頂戴できたらと思っていたところでございます。現実的

に高校生にパブリックコメントの意見が出るのかと言われますと現実的ではないとい
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うのは確かにそうでございますが、まずはアンケートを保護者の方だけではなくてご

家庭で書いていただくという想定の下に出させてもらったものでございますので、お

子様たちのご意見も幾分かの反映ができているのかなというふうに思っているところ

でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の予算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の予算特別委員会は、明日１３日午前９時３０分より本議場で開会いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労様でした。 

午後 ３時４２分 延会 
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        令和 ７ 年 ３ 月 １２ 日 

 

 

        予算特別委員会委員長   村 山 一 彦 


